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同窓会広報委員会同窓会広報委員会

今年の同窓会総会今年の同窓会総会 ・・懇親会は７月２日土曜日に開催されます。懇親会は７月２日土曜日に開催されます。

当日は当日は 「　校舎のお別れ会」「　校舎のお別れ会」を行う予定です。を行う予定です。

きずなきずな 5 45 4 号号

同
窓
会
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
は
懇
親
会
の
時
間
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

取
り
壊
さ
れ
る
旧
校
舎
の
お
別
れ
会
を
行
い
ま
す
。

石
神
井
の
現
役
生
に
取
材
し
ま
し
た
！

同窓会総会同窓会総会 13:0013:00よりより  母校会議室母校会議室

校舎お別れ会校舎お別れ会 14:0014:00よりより

同窓会懇親会同窓会懇親会 15:3015:30よりより  母校多目的室母校多目的室

さよならさよなら

そしてそして

こんにちはこんにちは

55月現在、月現在、仮設校舎の建設工事が始仮設校舎の建設工事が始

まり、まり、グラウンドが２分されてしまグラウンドが２分されてしま

いました。いました。また、また、Ａ棟と体育館の間はＡ棟と体育館の間は

工事車両の通路になり、工事車両の通路になり、２階でしか２階でしか

行き来ができません。行き来ができません。いままで通れいままで通れ

たところに突然壁ができてしまい、たところに突然壁ができてしまい、

様子が徐々に変わっています。様子が徐々に変わっています。

非常階段から南を望む非常階段から南を望む

門からすぐ左手を見る門からすぐ左手を見る

88月に石神井高校同窓会名簿が発行されます。月に石神井高校同窓会名簿が発行されます。
ご希望の方でまだ申し込みをされていない方はご希望の方でまだ申し込みをされていない方は

フリーダイヤルフリーダイヤル0120-981-6260120-981-626　まで　まで

※その際、※その際、受付番号受付番号50805 50805 と告げてください。と告げてください。

過
去
か
ら
現
在
、
未
来
へ
。

い
よ
い
よ
石
神
井
高
校
の
校
舎
の
改
築
が
始
ま
り
ま
し
た
。思

い
出
し
て
も
埃
っ
ぽ
い
記
憶
し
か
な
い
現
在
の
校
舎
で
す
が
、誰

か
に
は
大
切
な
想
い
出
の
場
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
年

は
懇
親
会
に
先
立
ち
、
校
舎
内
の
お
別
れ
ツ
ア
ー
を
企
画

し
て
い
ま
す
。
夏
に
は
姿
を
消
す
校
舎
の
見
納
め
に
、
母
校

を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
？

黒菱山荘を知ってますか？黒菱山荘を知ってますか？
黒菱山荘は、黒菱山荘は、スキーのメッカ、スキーのメッカ、長野県長野県

白馬の八方尾根にある石神井高校の山荘白馬の八方尾根にある石神井高校の山荘

です。です。同窓会の山荘委員会が管理してお同窓会の山荘委員会が管理してお

り、り、石神井高の生徒石神井高の生徒・・同窓生はもちろん、同窓生はもちろん、

父母父母・・教師も利用することができる施設教師も利用することができる施設

です。です。1212ページに利ページに利

用方法のご案内を載用方法のご案内を載

せておりますので、せておりますので、

皆さんで利用しま皆さんで利用しま

しょう。しょう。

さよならさよなら

そしてそして

こんにちはこんにちは
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石神井＆同窓会　石神井＆同窓会　NEWS&TOPICSNEWS&TOPICS
石神井高校のビックイベントのひとつである体育祭は、石神井高校のビックイベントのひとつである体育祭は、現在も脈々と続いています。現在も脈々と続いています。しかし校舎の全面改築により仮設校舎工事しかし校舎の全面改築により仮設校舎工事

が始まり、が始まり、グラウンドが半分になってしまいました。グラウンドが半分になってしまいました。しかし現役生の燃えるハートは連綿と続いているのではないでしょうか。しかし現役生の燃えるハートは連綿と続いているのではないでしょうか。

今年の体育祭のひとこまをご紹介しましょう。今年の体育祭のひとこまをご紹介しましょう。
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ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
同
窓
会
名
誉
会
長
・
本
校
校
長
　
福
本 

雄
吉

同
窓
会
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
母
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
て
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
の
四
月
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
校
長
の
福
本
で

ご
ざ
い
ま
す
。
町
田
市
に
あ
る
小
川
高
校
、
板
橋
区

に
あ
る
北
園
高
校
、
そ
し
て
石
神
井
高
校
と
校
長
と

し
て
三
校
目
に
な
り
ま
す
。
学
校
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に

伝
統
や
校
風
や
地
域
性
も
違
い
、
特
色
や
課
題
も
異

な
り
ま
す
の
で
、

心
機
一
転
、
新
た

な
気
持
ち
で
生

徒
へ
の
教
育
活

動
の
充
実
を
目

指
し
、
石
神
井
高

校
の
ま
す
ま
す

の
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

［
目
指
す
学
校
像
］

本
校
の
目
指
す
教
育
は
、
生
徒
の
生
得
の
才
能
を

伸
ば
し
、
人
間
と
し
て
の
誇
り
を
持
つ
人
物
、
積
極

的
に
社
会
の
進
歩
に
寄
与
す
る
人
物
の
育
成
で
あ
り
、

高
い
学
力
の
み
な
ら
ず
、
知
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
良
識
の
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
で
す
。

開
設
以
来
、
国
公
立
大
学
、
難
関
私
立
大
学
等
へ

の
高
い
進
学
実
績
を
あ
げ
、
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

を
多
く
輩
出
し
て
き
ま
し
た
し
、
部
活
動
や
学
校
行

事
の
盛
ん
な
学
校
と
し
て
定
着
し
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。
本
校
に
入
学
し
て
く
る
生
徒
及
び
保
護
者
の
期

待
す
る
も
の
は
、時
代
は
変
わ
り
生
徒
も
変
わ
り
、進

学
実
績
も
変
化
し
ま
し
た
が
、
今
ま
で
の
実
績
を
も

と
に
学
力
の
伸
長
を
さ
ら
に
図
り
、
希
望
進
路
の
実

現
が
で
き
る
学
校
で
あ
り
、
部
活
動
や
学
校
行
事
に

積
極
的
に
参
加
し
、自
己
実
現
の
で
き
る
学
校
で
す
。

こ
の
期
待
に
応
え
る
べ
く
、
目
指
す
学
校
像
を
次

の
よ
う
に
描
き
、
教
職
員
一
同
、
日
々
の
教
育
活
動

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
、生
徒
が「
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
」
充
実
感
、
達
成
感
を
感
じ
、
学
ぶ
意
欲
を

高
め
る
授
業
を
創
意
工
夫
し
、実
践
を
目
指
す
学

校

二
、
生
徒
一
人
一
人
の
個
性
・
能
力
を
伸
長
さ
せ
、そ

れ
ぞ
れ
の
希
望
進
路
の
実
現
を
目
指
し
、
将
来

の
職
業
選
択
を
実
現
し
て
い
け
る
よ
う
丁
寧
な

指
導
を
行
う
学
校

三
、
自
ら
考
え
判
断
し
行
動
す
る
生
徒
を
育
む
学
校

と
し
て
、
生
徒
が
自
主
的
に
学
習
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
体
育
祭
・
文
化
祭
等
の
学
校
行
事
や

委
員
会
活
動
を
主
体
的
に
運
営
し
、
学
校
生
活

に
お
け
る
文
武
両
道
を
推
奨
す
る
学
校

四
、
規
律
あ
る
自
由
の
も
と
、
生
徒
の
自
主
性
・
主

体
性
を
育
て
、
生
徒
が
明
る
く
伸
び
伸
び
と
活

動
す
る
学
校

五
、
近
隣
の
学
校
や
地
域
住
民
、
保
護
者
や
同
窓
会

等
か
ら
信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校

［
待
望
の
校
舎
改
築
］

一
年
遅
れ
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
か
ら
校
舎

改
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。グ
ラ
ン
ド
や
体
育
館

の
改
修
ま
で
入
れ
る
と
三
年
ほ
ど
か
か
り
ま
す
が
、

新
生
石
神
井
高
校
の
姿
が
待
ち
遠
し
く
思
わ
れ
ま

す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　
本
年
度
の
定
期
総
会
に
つ
い
て

同
窓
会
会
長
　
林  

弘

会
員
の
皆
様
、
元
気
に
お
過
ご
し
で
す
か
。
季
節

に
相
応
し
い
天
気
が
続
か
ず
、不
安
を
感
じ
る
よ
う

な
事
件
が
多
い
昨
今
で
す
が
、ま
ず
は
無
事
で
あ
る

こ
と
が
何
よ
り
と
思
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

母
校
で
は
、
こ
の
四
月
の
異
動
に
よ
り
、
小
林
和

夫
校
長
、
榎
本
善
紀
副
校
長
が
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

お
二
方
に
は
、本
会
運
営
に
関
し
多
大
の
ご
尽
力
を

頂
戴
し
た
こ
と
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま

す
。
ま
た
後
任
の
福
本
雄
吉
校
長
、
長
津
美
明
副
校

長
に
は
今
後
ご
厄
介
を

か
け
る
こ
と
も
多
々
あ

ろ
う
か
と
存
じ
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
校
舎
の

改
築
に
関
し
ま
し
て
は
、い
よ
い
よ
現
校
舎
の
解
体

工
事
が
始
ま
り
、多
く
の
卒
業
生
に
と
っ
て
思
い
出

深
い
現
校
舎
が
、近
く
姿
を
消
す
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
校
舎
に
特
別
な
思
い
出
を
持
つ
卒
業
生
も

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、同
窓
会
と
し
て
や

れ
る
こ
と
は
な
い
か
と
検
討
し
た
結
果
、「
現
校
舎

お
別
れ
会
」
を
開
催
し
会
員
の
皆
様
に
、
消
え
ゆ
く

校
舎
を
懐
か
し
ん
で
頂
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
方
法
に
つ
い
て
は
、会
員
の
便
宜
を
考
慮
し

て
、定
期
総
会
の
日
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
適
当
と
判

断
し
、総
会
終
了
後
に
恒
例
と
な
っ
て
い
る
懇
親
会

を
兼
ね
る
こ
と
で
実
施
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。た
だ

し
、
そ
の
時
期
は
、
規
約
上
定
期
総
会
を
年
度
終
了

後
三
ヶ
月
以
内
に
開
催
す
る
こ
と
と
決
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、
学
校
行
事
や
改
築
工
事
な
ど
の
関
係

で
、
施
設
の
利
用
に
制
限
が
あ
り
、
期
限
内
の
開
催

は
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。そ
こ
で

異
例
の
措
置
と
し
て
、今
年
は
七
月
二
日
に
総
会
を

開
催
し
、
終
了
後
に
「
現
校
舎
お
別
れ
会
」
を
行
う

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
や
む
を

得
な
い
事
情
を
ご
高
察
頂
き
、
ご
了
解
賜
り
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
誌
に
「
定

期
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」
と
し
て
掲
出
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
日
頃
は
母
校
に
足
の
遠
い
皆
様
に
も
、

ぜ
ひ
ご
来
駕
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
わ
が
国
教
育
制
度
は

種
々
の
難
問
を
抱
え
て
お
り
、
母
校
の
よ
う
な
公
立

高
校
に
は
、
固
有
の
諸
問
題
が
山
積
し
て
い
る
こ
と

は
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
局

面
で
、
同
窓
会
と
し
て
で
き
る
範
囲
は
限
ら
れ
て
お

り
ま
す
が
、母
校
の
永
続
的
な
発
展
を
願
い
、少
し
で

も
こ
れ
に
役
立
つ
事
業
を
実
施
し
て
い
く
所
存
で
す
。

会
員
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
に
対
し
、

従
前
に
も
ま
し
て
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

着
任
の
ご
あ
い
さ
つ
副
校
長
　
長
津
美
明

同
窓
会
会
員
の
皆
様
、こ
の
た
び
ご
縁
が
あ
り
石

神
井
高
等
学
校
に
大
泉
学
園
高
等
学
校
よ
り
着
任

を
い
た
し
ま
し
た
副
校
長
の
長
津
で
す
。
前
任
校

は
大
泉
北
高
等
学
校
と
の
統
合
に
よ
っ
て
、
こ
の

四
月
か
ら
新
し
く
大
泉
桜
高
等
学
校
と
し
て
ス

タ
ー
ト
を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
都
立
高

校
は
現
在
急
ピ
ッ
チ
で
改
革
が
進
ん
で
い
ま
す
。

石
神
井
高
等
学
校
は
、
昭
和
十
五
年
四
月
、
府
立

十
四
中
と
し
て
開
校
し
、
六
十
五
年
間
の
伝
統
を

築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
各
界
で
ご
活
躍
の
同
窓

生
は
す
で
に
二
万
人
を
超
え
、
そ
の
伝
統
の
重
み

に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
の
伝
統
を
大

切
に
す
る
と
と
も
に
、
石
神
井
高
等
学
校
も
時
代

に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
改
革
に
取
り
組
む

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。
　

す
で
に
、ご
承
知
の
よ
う
に
校
舎
の
全
面
改
築
の

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
都
財
政
の
大
変
厳
し
い

中
で
今
後
三
年
間
に
わ
た
る
大
工
事
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
東
京
都
が
石
神
井
高
等
学
校
に
大
き
な
期

待
を
か
け
て
い
る
証
左
で
す
。
こ
の
期
待
に
応
え

る
べ
く
新
生
の
石
神
井
高
等
学
校
を
さ
ら
に
充
実

発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
す
。

同
窓
会
会
員
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
ご
支
援
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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定期総会開催のお知らせ定期総会開催のお知らせ

同窓会規約第同窓会規約第1818条にもとづき平成条にもとづき平成1717年度定期総会を年度定期総会を
下記により開催しますので、下記により開催しますので、ご参加ください。ご参加ください。

平成平成1717年年66月月11日日 同窓会会長　林　弘同窓会会長　林　弘

記記

  日時日時 平成平成1717年年77月月22日日((土土))　午後　午後1:001:00よりより
  場所場所 母校会議室母校会議室
  議題議題 第一号議案　平成第一号議案　平成1616年度事業報告年度事業報告
第二号議案　同上の収支決算報告及び会計監査報告第二号議案　同上の収支決算報告及び会計監査報告
第三号議案　役員改選議案第三号議案　役員改選議案
第四号議案　平成第四号議案　平成1717年度事業計画案年度事業計画案
第五号議案　同上の収支予算案第五号議案　同上の収支予算案

第一号議案　平成第一号議案　平成1616年度事業報告年度事業報告

平成平成16(2004)16(2004)年度平成年度平成1616年年44月月11日～平成日～平成1717年年33月月3131日日

<<平成平成16(2004)16(2004)年年>>

44月月  ７日７日（水）　母校入学式に会長が来賓として臨席した。（水）　母校入学式に会長が来賓として臨席した。

44月月2525日日（土）　役員会開催（土）　役員会開催（議事①会計報告と次年度予算案　（議事①会計報告と次年度予算案　

　②総会の役割分担　③黒菱山荘基金）　②総会の役割分担　③黒菱山荘基金）

55月月  １日１日（土）　同窓会会報誌（土）　同窓会会報誌「きずな」「きずな」第第5353号を発刊し会員号を発刊し会員

　に送付した。　に送付した。

66月月2626日日((土土))　　平成　　平成1616年度定期総会及び三浦雄一郎氏を迎え年度定期総会及び三浦雄一郎氏を迎え

　て講演会を開催。　て講演会を開催。母校の恩師を招いての懇親母校の恩師を招いての懇親

　会を開催。　会を開催。定期総会議事はすべて原案どおり定期総会議事はすべて原案どおり

　可決承認された　可決承認された((議案は議案は「きずな」「きずな」に掲載に掲載))。。

1010月月77日日((土土)) 　第　第1212回東京校歌祭回東京校歌祭((日比谷公会堂日比谷公会堂))に吹奏楽部に吹奏楽部

　有志を交えて参加した。　有志を交えて参加した。

<<平成平成17(2005)17(2005)年年>>

33月　母校卒業式に会長が来賓として臨席し祝辞を述べた。月　母校卒業式に会長が来賓として臨席し祝辞を述べた。

第二号議案　下記第二号議案　下記

第三号議案　役員改選議案第三号議案　役員改選議案

・・役員候補者役員候補者

　会長　会長 林　弘林　弘（中２）（中２）

　副会長　副会長  総会担当　城総会担当　城  和弘和弘（高（高1212））

　副会長　副会長  行事担当　高橋一夫行事担当　高橋一夫（高（高2020））

　副会長　副会長  企画担当　勝見鈴代企画担当　勝見鈴代（高（高2020））

　副会長　副会長  広報担当　板谷方彦広報担当　板谷方彦（高（高2727））

　副会長　副会長  山荘長　　浦川伸一山荘長　　浦川伸一（高（高3232））

　書記　書記 佐伯博敏佐伯博敏（中２）（中２）

　書記　書記 榛葉祥子榛葉祥子（高７）（高７）

　幹事長　　幹事長　 大久保利一大久保利一（高（高1717））

　副幹事長　副幹事長 成冨嶺男成冨嶺男（高６）（高６）

　副幹事長　副幹事長 石川和寿石川和寿（高９）（高９）

　会計　会計 川口川口  弘弘（高４）（高４）

　会計　会計 森森  雅夫雅夫（高８）（高８）

　会計　会計 道家正昭道家正昭（高（高2121））

　会計監査　会計監査 佐藤佐藤  健健（高３）（高３）

　会計監査　会計監査 鵜飼明弘鵜飼明弘（高（高1818））

第四号議案　平成第四号議案　平成1717年度事業計画案年度事業計画案

　例年どおり次の事業を実施する。　例年どおり次の事業を実施する。

　☆会報誌　☆会報誌｢｢きずな」きずな」第第5454号を発刊。号を発刊。

　☆　☆インターネットにインターネットに｢｢石神井高校同窓会ホームページ石神井高校同窓会ホームページ｣｣の運の運

営。営。

　☆総会終了後の懇親会。　☆総会終了後の懇親会。「校舎のお別れ会」「校舎のお別れ会」を行う。を行う。

　☆第　☆第1313回回｢｢東京校歌祭東京校歌祭｣｣に参加。に参加。会員各位の多数参加を会員各位の多数参加を

期待。期待。（本誌（本誌1313ページ参照）ページ参照）

第五号議案　下記第五号議案　下記
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二
〇
〇
五
年
度

　「
同
窓
会
名
簿
」
の
発
行
に
際
し
て

　
副
会
長
（
広
報
担
当
）
板
谷
方
彦

　
昨
年
よ
り
皆
様
の
お
手
元
に
、「
同
窓
会
名
簿
」発

行
の
調
査
票
と
し
て
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
の
よ
う
な

体
裁
の
郵
便
物
が
届
き
、び
っ
く
り
さ
れ
た
方
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
同
窓
会
へ
の

問
い
合
わ
せ
も
多
数
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

同
窓
会
で
は
、
五
年
ご
と
に
「
会
員
名
簿
」
を
作

成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
前
の
「
名
簿
」
が
二
〇

〇
〇
年
度
に
発
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、本
年
が
発
行

の
年
に
あ
た
る
た
め
、二
〇
〇
五
年
度
の「
名
簿
」を

作
成
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

誤
解
を
招
い
た
原
因
は
、「
名
簿
」の
編
集
作
業
を

同
窓
会
役
員
が
直
接
行
う
の
で
は
な
く
、
業
者
（
株

式
会
社
サ
ラ
ト
）に
委
託
し
た
こ
と
で
し
た
。ま
た
、

簿
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル
が
成
り
立
つ
か
、大

き
な
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
。二
十
一
世
紀
と
な
っ
て
も
、同
窓
会
の
役
割
は
会

員
相
互
の
連
絡
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
た
め
に

「
会
員
名
簿
」
自
体
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ア

イ
テ
ム
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一
冊
の
「
会
員
名
簿
」

と
し
て
発
行
す
る
場
合
、そ
の
形
態
は
大
き
く
変
わ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
今
回
の
「
名
簿
」
は
、
従
来

の
形
態
を
引
き
継
ぐ
形
に
新
た
に
電
子
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
の
欄
を
設
け
ま
し
た
が
、若
い
会
員
が
増
え
て

く
る
と
、住
所
や
電
話
番
号
を
公
開
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
ど
う
か
、「
名
簿
」
の
求
め
ら
れ
る
姿
が
変

化
し
て
い
く
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。

今
回
の
「
名
簿
」
発
行
に
際
し
て
は
、
実
に
多
く

の
ご
意
見
や
ご
不
満
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、相
反

す
る
ご
意
見
・
ご
忠
告
も
多
く
、
私
ど
も
と
し
て
は

黒菱山荘基金からのご報告　黒菱山荘基金からのご報告　

　　　　城　和裕城　和裕（高校（高校1212回回・・同窓会副会長）同窓会副会長）

今年は黒菱山荘を訪ねる同窓生も少しずつ増え、今年は黒菱山荘を訪ねる同窓生も少しずつ増え、皆さん皆さん

からも利用後の嬉しい感想もからも利用後の嬉しい感想も『きずな』『きずな』に寄せられていまに寄せられていま

す。す。また基金の中には黒菱山荘をご存知ない世代の中学、また基金の中には黒菱山荘をご存知ない世代の中学、

高校の高校の6060～～7070代の先輩からのお振込みや恩師の先生方か代の先輩からのお振込みや恩師の先生方か

ら大口の入金がありましたことを、ら大口の入金がありましたことを、ここでありがたく感謝ここでありがたく感謝

してご報告させていただきます。してご報告させていただきます。

詳しくは石神井ホームページの黒菱基金の明細をご覧下詳しくは石神井ホームページの黒菱基金の明細をご覧下

さい。さい。（（http://www.shakujii-club.gr.jp/bokin.htmhttp://www.shakujii-club.gr.jp/bokin.htm））

なお、なお、今年の資金移動は所定の手続きを経て、今年の資金移動は所定の手続きを経て、平成平成1717年年

22月月11日付で金日付で金3030万円を同窓会運営基金会計へ立替金第万円を同窓会運営基金会計へ立替金第22

回分返済金として振込入金いたしました事をご報告いたし回分返済金として振込入金いたしました事をご報告いたし

ます。ます。その結果、その結果、22月月22日現在の黒菱山荘基金の口座残高日現在の黒菱山荘基金の口座残高

は金は金65,73265,732円となっております。円となっております。

今後も皆様からの暖かいご声援とお振込をいただけれ今後も皆様からの暖かいご声援とお振込をいただけれ

ば、ば、ますます都立高校としての稀有なこの施設を維持管理ますます都立高校としての稀有なこの施設を維持管理

することが出来、することが出来、後輩達の後輩達の『心の道場』『心の道場』として残してやれとして残してやれ

る事でしょう。る事でしょう。他校の先生や生徒さんが羨むこの施設を、他校の先生や生徒さんが羨むこの施設を、

ますますご活用いただきますように、ますますご活用いただきますように、かつ今後とも、かつ今後とも、よろよろ

しくご支援下さい。しくご支援下さい。

＊＊ 黒菱山荘基金の郵便振替口座は下記の通りです。黒菱山荘基金の郵便振替口座は下記の通りです。

名称名称「黒菱山荘基金」「黒菱山荘基金」００１５０－３－１２９７４８００１５０－３－１２９７４８

多
数
の
郵
便
物
が
一
時
に
学
校
事
務
室
に
殺
到
し
て

し
ま
う
の
を
避
け
る
必
要
か
ら
、
調
査
票
の
返
送
先

も
石
神
井
高
校
で
は
な
く
株
式
会
社
サ
ラ
ト
に
な
っ

て
い
た
こ
と
も
、
疑
念
を
抱
か
せ
る
要
因
に
な
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

実
際
、
二
万
人
を
超
え
る
会
員
の
「
名
簿
」
を
整

備
す
る
こ
と
は
、
同
窓
会
役
員
に
は
不
可
能
で
、
本

誌
『
き
ず
な
』
の
発
送
も
一
〇
年
以
上
前
か
ら
、
外

部
へ
委
託
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
委
託
先
が
株
式
会

社
サ
ラ
ト
で
、
こ
の
種
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
草
分
け
的
存

在
で
全
国
で
千
八
百
近
い
学
校
の
同
窓
会
名
簿
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。
近
く
で
は
、
お
隣
の
井
草
高
校

な
ど
も
同
社
へ
名
簿
管
理
を
委
託
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

一
方
、
同
窓
会
の
代
行
業
務
と
し
て
名
簿
作
成
な

ど
を
行
う
会
社
の
他
に
、
勝
手
に
同
窓
会
名
簿
を
作

成
し
て
会
員
に
売
り
つ
け
る
業
者
が
、
前
回
の
名
簿

発
行
時
に
は
実
際
に
出
現
し
ま
し
た
。
ま
た
世
の
中

に
は
、
芳
名
録
や
紳
士
録
と
称
し
て
掲
載
料
を
請
求

し
た
り
、
ひ
ど
い
場
合
は
掲
載
削
除
の
手
数
料
を
要

求
し
た
り
と
、
古
典
的
な
裏
ビ
ジ
ネ
ス
が
存
在
し
て

い
る
の
も
事
実
で
す
。
特
に
昨
今
は
「
振
り
込
め
詐

欺
」
な
ど
の
新
し
い
手
口
の
詐
欺
が
横
行
し
、
名
前

や
住
所
な
ど
を
公
開
す
る
こ
と
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得

な
い
風
潮
に
も
な
っ
て
お
り
、
名
簿
作
成
業
者
と
聞

く
と
、
多
く
の
方
が
身
構
え
て
し
ま
う
の
も
確
か
で

す
。し
か
し
、
同
窓
会
の
存
立
基
盤
の
な
か
で
も
っ
と

も
大
切
な
こ
と
は
、
や
は
り
会
員
に
直
接
連
絡
が
で

き
る
「
名
簿
」
を
き
ち
ん
と
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る

の
も
事
実
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
五
年
サ
イ
ク
ル
で
改
訂
す
る
「
名
簿
」

の
販
売
や
広
告
収
益
を
大
き
な
バ
ー
タ
ー
益
と
し
て
、

「
名
簿
」
の
管
理
を
外
部
業
者
に
委
託
し
、
そ
の
た
め

に
少
な
い
役
員
や
コ
ス
ト
で
も
な
ん
と
か
広
報
誌
の

発
行
や
懇
親
会
な
ど
の
運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
こ

れ
ま
で
通
り
の
形
態
で
の
「
名
簿
」
発
行
の
是
非
が

問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
今
、
従
来
通
り
の
名

多
数
の
ご
意
見
を
十
分
に
調
整
・
反
映
す
る
こ
と
は

時
間
的
に
も
不
可
能
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。
が
、
や
が
て
五
年
後
の
次
回
「
名
簿
」
発
行
に

関
し
て
は
、
個
人
名
簿
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
個

人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
間
が
た
ち
、何
ら
か

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、同
窓
会
の
中
に「
名
簿
発
行
委
員
会
」な

り
を
設
置
し
て
、
会
員
の
方
々
の
ご
意
見
を
集
め
、

取
り
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。今
回
の
「
名
簿
」
は
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
境
目

で
発
行
さ
れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
が
、
将
来
の

「
名
簿
」発
行
に
つ
い
て
は
、次
世
代
の
同
窓
会
の
あ

り
方
を
含
め
て
、会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
や
ご
希
望

を
調
整
す
る
時
間
を
充
分
に
取
り
な
が
ら
、編
集
し

て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
と
考
え
ま
す
。



66

お寄せいただいた原稿をお寄せいただいた原稿を

中心に構成しています。中心に構成しています。

お便りお便り

 

愛
・
地
球
博
開
幕

　（
財
）
二
〇
〇
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会

　
　
　
　

 
 

　 

森
　
茂
樹
（
高
校
十
七
回
）

二
十
一
世
紀
最
初
の
国
際
博
覧
会
と
な
る
愛
知
万

博
（
愛
・
地
球
博
）
が
三
月
二
十
五
日
に
開
幕
し
ま

し
た
。私
は
平
成
十
七
年
二
月
か
ら
名
古
屋
の
博
覧

会
協
会
に
派
遣
さ
れ
、主
に
会
場
演
出
関
連
を
担
当

し
て
開
幕
ま
で
の
業
務
に
携
わ
っ
て
来
ま
し
た
。

そ
こ
で
職
員
の
立
場
か
ら
、こ
の
愛
知
万
博
の
コ

ン
セ
プ
ト
、
見
所
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

初
期
の
万
博
は
、
名
前
の
通
り
「
万
国
物
産
展
示

博
」
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
は

未
来
を
見
据
え
た「
未
来
博
」に
内
容
が
変
わ
り
、前

回
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
博
ま
で
続
い
て
来
ま
し
た
。

さ
て
、
二
十
一
世
紀
最
初
の
愛
知
万
博
は
、
こ
の

流
れ
と
一
線
を
画
し
、未
来
を
見
据
え
る
の
と
同
時

に
、「
以
前
あ
っ
た
知
恵
を
見
直
し
将
来
に
生
か
す

こ
と
が
出
来
な
い
か
、
自
然
が
昔
か
ら
保
有
し
て
い

た
人
に
役
立
つ
力
を
再
活
用
で
き
な
い
か
」
と
い
っ

た
い
わ
ば
「
振
り
返
っ
て
み
る
万
博
」
を
目
指
し
、

テ
ー
マ
は
「
自
然
の
叡
智
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
自
然
の
叡
智
を
見
直
し
、
活
用
す
る
こ
と

で
危
機
的
状
況
に
あ
る
地
球
の
こ
れ
以
上
の
悪
化
を

食
い
止
め
、
現
在
の
状
態
を
持
続
的
に
守
り
抜
こ
う

と
の
思
い
か
ら
、
こ
の
万
博
は
「
愛
・
地
球
博
」
と

名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
具
現
化
す
る
た
め
に
、
会
場

内
の
い
た
る
所
で
地
球
に
優
し
い
施
し
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
あ
た
り
を
実
際
に
見
、
体
験
す
る
こ

と
が
こ
の
万
博
の
見
所
の
ひ
と
つ
と
言
え
ま
す
。

廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
パ
ビ
リ
オ
ン

万
博
と
言
え
ば
独
創
的
な
海
外
パ
ビ
リ
オ
ン
建
築

が
あ
り
ま
す
が
、「
愛
・
地
球
博
」
で
は
従
来
の
パ
ビ

リ
オ
ン
の
姿
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
ッ
ト
構
造

の
鉄
鋼
と
間
伐
材
を
主
に
使
用
し
た
モ
ジ
ュ
ー
ル
型

組
み
立
て
式
施
設
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
閉
会
後
は
解
体
し
て
、
発
展
途
上
国

の
学
校
、
病
院
な
ど
に
移
築
再
利
用
さ
れ
る
計
画
で

廃
棄
物
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
会
場
が
自

然
に
恵
ま
れ
た
丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
の
で
、
高
低
差

を
な
く
し
段
差
を
解
消
す
る
た
め
と
、
自
然
を
保
護

す
る
目
的
で
万
博
史
上
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
空
中

回
廊
（
ル
ー
プ
）
を
作
り
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
ル
ー
プ
は
全
長
二
．
六
キ
ロ
で
、
一
周
す
る

の
に
四
十
分
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
間
伐
材
、

再
生
木
材
と
鉄
骨
だ
け
で
作
ら
れ
、
閉
会
後
は
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
建
築
物
、
休
憩
所
、
ベ
ン
チ
な
ど
が

再
生
材
、
間
伐
材
で
作
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
案
内
板
な
ど
も
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
か
ら
作
ら
れ
た

生
分
解
性
樹
脂
で
製
作
さ
れ
て
い
ま
す
。

舗
装
も
透
水
性
、
あ
る
い
は
保
水
性
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
や
竹
、
木
材
の
端
材
を
粉
砕
し
て
固
め
た
木
チ
ッ

プ
を
利
用
す
る
等
、
徹
底
し
て
地
球
に
優
し
い
も
の

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

夜
間
は
照
明
が
薄
暗
く
、暗
い
と
感
じ
る
方
も
い

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
照
明
に
も
こ
だ
わ
り
、
あ
え

て
無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
し
な
い
よ
う
、ソ
ー

ラ
ー
、風
力
電
池
を
活
用
、消
費
電
力
の
少
な
いL

E
D

（
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
照
明
な
ど
を
使
用
し
、
こ
こ

で
も
徹
底
し
て
環
境
負
荷
を
抑
え
て
い
ま
す
。そ
の

お
か
げ
で
星
空
や
お
月
様
の
美
し
さ
を
十
分
に
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ほ
か
に
も
環
境
に
配
慮
し
た
設
備
が
随
所
に
見
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
世
界
で
初
め
て
の
技
術
、

挑
戦
も
あ
り
、裏
話
で
す
が
見
事
失
敗
し
た
無
謀
な

挑
戦
も
あ
り
ま
し
た
。

私
の
役
割
と
担
当
業
務

私
の
役
割
は
会
場
内
の
主
に
屋
外
に
お
け
る
演
出

計
画
を
各
部
門
、外
部
見
識
者
と
調
整
す
る
総
合
的

な
ま
と
め
役
で
し
た
。

演
出
計
画
の
内
容
は
広
範
囲
に
及
び
、主
な
も
の

を
以
下
に
列
記
し
て
み
ま
す
。

一
．
専
門
用
語
で
「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
」
と
言
わ
れ

て
い
る
、
会
場
内
の
緑
化
修
景
計
画
、花
壇
、植

樹
、
造
園
な
ど

二
．
演
出
照
明
計
画

三
．
賑
わ
い
感
を
演
出
す
る
　
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
計

画

四
．
サ
イ
ン
計
画

五
．
休
憩
所
、
ベ
ン
チ
計
画

六
．
暑
さ
対
策
、
日
陰
計
画

七
．
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
計
画
（
会
場
内
の
彫
刻
、

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
の
計
画
）

八
．
国
内
、海
外
各
パ
ビ
リ
オ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
監
修

業
務

九
．
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
の
手
配
、
審
査
　

十
．
会
場
内
の
デ
ザ
イ
ン
監
理
　

右
記
の
内
容
を
、そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
、デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
方
々
か
ら
協
力
と
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
企
画
、
計
画
、
設
計
、

実
施
を
取
り
ま
と
め
て
き
ま
し
た
。

民
間
で
は
、
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
れ

ば
半
年
で
ま
と
め
ね
ば
な
ら
な
い
計
画
も
、国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
と
、手
間
と
調
整
と
時
間
が
か

か
り
、そ
の
う
え
工
事
は
煩
雑
な
手
続
き
が
必
要
な

入
札
が
大
原
則
で
あ
り
、予
算
に
は
官
庁
独
特
の
難

解
な
予
算
要
求
手
続
き
を
強
い
ら
れ
、今
ま
で
経
験

し
て
き
た
取
組
み
方
と
の
違
い
に
大
い
に
戸
惑
っ
た

毎
日
で
し
た
。

閉
幕
九
月
二
十
五
日
ま
で
、官
庁
用
語
で
言
う
と

こ
ろ
の
「
保
全
業
務
」
が
待
っ
て
い
ま
す
。
博
覧
会

を
現
状
の
ま
ま
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー
ド
共
に
維
持
し
て

行
く
こ
と
が
次
の
最
大
の
使
命
と
な
り
ま
す
。設
営

さ
れ
た
演
出
物
が
強
風
、
豪
雨
、
台
風
、
熱
射
に
耐

え
抜
い
て
行
か
ね
ば
な
ら
ず
、気
の
抜
け
な
い
毎
日

が
続
き
そ
う
で
す
。

（
武
蔵
野
美
大
卒
、
東
京
マ
ッ
ク
ス
、
丹
青
社
、
丹
青

社
か
ら
博
覧
会
協
会
に
派
遣
在
籍
、
現
在
に
至
る
）

４月７日に開催した第１２回　石神井１３回生４月７日に開催した第１２回　石神井１３回生
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ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
恐
い
思
い
を
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
杉
本
幹
男 

（
高
校
十
四
回
）

日
本
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お
け
る
武
装
解
除
事

業
へ
の
最
大
の
資
金
供
与
国
で
、外
務
省
は
そ
の
事

業
へ
の
名
目
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
保
持
の
た
め
、Ｉ
Ｏ

Ｇ
（
国
際
監
視
団
）
と
い
う
組
織
を
実
質
的
に
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
て
お
り
、そ
の
運
営
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し
て

の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｓ
（
日
本
地
雷
処
理
を
支
援
す
る
会
）
に

丸
投
げ
さ
れ
て
い
ま
す
。私
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｓ
会
員
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、七
月
二
十
六
日
か
ら
十
月
二
十
五

日
ま
で
の
三
ヶ
月
間
、
同
会
と
の
契
約
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
国

連
に
よ
る
旧
武
装
勢
力
の
武
装
解
除
過
程
の
公
平

性
、平
等
性
を
国
際
的
組
織
で
監
視
す
る
と
い
う
任

務
を
担
っ
て
同
国
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。い
ろ
い
ろ

話
題
は
あ
り
ま
す
が
、今
回
は
恐
い
目
に
あ
っ
た
こ

と
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

＊
　
＊
　
＊

こ
と
の
始
ま
り
は
六
月
初
め
、
所
用
で
市
ヶ
谷
会

館
に
行
き
Ｏ
Ｂ
ル
ー
ム
に
向
か
っ
て
い
た
時
の
こ

と
。
偶
然
、
陸
上
自
衛
隊
の
先
輩
土
井
義
尚
氏
に
出

会
い「
ち
ょ
う
ど
良
い
。ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
行
け
」

と
突
然
の
「
命
令
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
承
知

の
方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、土
井
氏
は
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｓ
の
理
事
長
で
す
。同
会
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活

動
に
つ
い
て

は
聞
い
て
い

ま

し

た

が

「
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
と
は
、

ま
た
何
だ
ろ

う
」
と
好
奇

心
を
持
っ
た

の
が
運
の
ツ

キ
で
し
た
。

当
初
は
カ

ブ
ー
ル
と
周

辺
に
所
在
す

る
部
隊
で
の
Ｄ
Ｄ
Ｒ
（
武
装
解
除
、
動
員
解
除
、
社

会
復
帰
）
活
動
監
視
と
情
報
収
集
・
連
絡
や
武
器
集

積
場
で
の
業
務
を
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
九
月
九

日
、同
国
西
部
の
ヘ
ラ
ー
ト
市
へ
派
遣
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
進
出
。
ヘ
ラ
ー
ト
市
は
同
名
の
州
の
州
都

で
、イ
ラ
ン
と
接
す
る
こ
の
州
は
両
国
貿
易
の
要
と

し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
も
最
も
裕
福
な
所
で
す
。

翌
十
日
は
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
（
国
連
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

支
援
事
務
所
）
を
訪
ね
情
報
収
集
。
相
変
わ
ら
ず
現

地
知
事
の
協
力
は
得
ら
れ
な
い
も
の
の
、少
な
く
と

も
市
内
の
情
勢
は
安
定
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。と

こ
ろ
が
、
十
一
日
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
が
現
地
の
イ

ス
マ
イ
ル
・
カ
ー
ン
州
知
事
を
更
迭
し
、
解
任
に
抗

議
す
る
デ
モ
が
あ
る
の
で
、国
連
職
員
と
外
国
人
は

宿
舎
に
留
ま
れ
と
い
う
の
で
す
。

十
二
日
は
午
前
中
デ
モ
が
あ
る
が
、
昼
に
は
収
ま

る
と
の
こ
と
で
国
連
関
係
者
は
相
次
い
で
出
て
行
き

ま
し
た
。残
っ
て
い
る
外
国
人
は
グ
ロ
ー
バ
ル
と
い

う
英
国
の
警
備
組
織
の
二
人
で
、一
緒
に
十
時
頃
か

ら
門
の
外
を
行
く
デ
モ
隊
の
様
子
を
窺
っ
て
い
ま
し

た
。す
る
と
子
供
達
の
小
集
団
か
ら
十
一
時
頃
に
は

大
人
集
団
と
な
り
規
模
も
拡
大
。
十
一
時
三
〇
分
、

門
と
は
反
対
の
東
の
方
向
で
銃
声
、
や
が
て
数
百

メ
ー
ト
ル
先
で
黒
煙
と
爆
発
音
。し
ば
ら
く
し
て
米

軍
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ク
二
機
が
黒
煙
の
周
辺
を
周

回
飛
行
。

散
発
的
な
銃

声

や

一

斉

射

撃
。（
私
た
ち
三

人
は
、
こ
の
時

点
で
は
、
や
が

て
事
態
は
収
ま

る

も

の

と

観

測
。
実
際
、
十
三

時
頃
に
は
銃
声

も
下
火
に
な
り

デ
モ
も
来
な
い

様
子
）。
十
三
時

三
〇
分
、
再
び

国
連
事
務
所
付
近
か
ら
新
た
な
黒
煙
、
爆
発
音
、
銃

声
（
一
部
は
宿
舎
に
接
近
し
て
い
る
模
様
。
そ
の
頃

か
ら
宿
舎
の
現
地
人
職
員
退
去
、つ
い
に
は
警
備
担

当
者
二
人
と
な
る
）。十
四
時
三
〇
分
頃
、銃
声
の
べ

つ
ま
く
な
し
。
東
塀
の
す
ぐ
近
く
で
も
小
銃
音
。
十

五
時
、
地
下
壕
入
り
の
準
備
。
十
五
時
三
〇
分
、「
も

う
、
も
た
な
い
な
」
と
思
っ
た
瞬
間
、
三
十
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
先
の
鉄
門
が
押
し
破
ら
れ
、
石
や
棍
棒
を

持
っ
た
男
た
ち
が 

走
り
込
む
。
私
た
ち
三
人
は
地

下
の
退
避
壕
に
逃
げ
込
み
扉
を
閉
め
る
。共
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
元
英
国
陸
軍
大
尉
と
ケ
ン
元
南

ア
軍
大
尉
が
後
で
言
っ
た
の
は
「
あ
の
時
、
ミ
キ
オ

は
次
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
日
本
の
百
メ
ー
ト
ル
選
手

で
出
ら
れ
る
く
ら
い
速
く
走
っ
た
な
」
と
い
う
も

の
。
す
ぐ
に
追
い
つ
い
た
侵
入
暴
徒
達
は
扉
を
叩

き
、壕
の
天
井
上
の
部
屋
の
床
を
剥
が
し
穴
を
穿
と

う
と
す
る
。午
前
後
半
に
発
電
機
が
止
め
ら
れ
て
い

た
た
め
壕
内
は
真
っ
暗
。二
十
七
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
狭
い
退
避
壕
に
は
消
費
期
限
切
れ
食
糧
、使
え

そ
う
も
な
い
無
線
機
、ろ
う
そ
く
と
マ
ッ
チ
が
あ
る

他
は
水
す
ら
な
い
状
態
。

幸
い
、
数
十
人
と
思
し
い
暴
徒
は
銃
も
Ｒ
Ｐ
Ｇ

（
対
戦
車
ロ
ケ
ッ
ト
砲
）
も
持
た
な
い
素
人
集
団

だ
っ
た
よ
う
で
、ジ
ョ
ン
氏
の
携
帯
に
よ
る
緊
急
連

絡
の
お
か
げ
で
、
五
十
分
後 

に
ア
メ
リ
カ
軍
一
個

分
隊
強
が
高
機
動
車
三
両
と
国
連
車
五
台
で
駆
け
付

け
る
ま
で
退
避
壕
は
も
ち
ま
し
た
。壕
外
は
屋
内
も

庭
も
壊
れ
た
家
具
や
建
物
の
破
片
で
足
の
踏
み
場
も

な
い
状
態
。
高
機
動
車
に
分
乗
し
、
約
二
百
メ
ー
ト

ル
で
大
通
り
に
出
る
と
、バ
リ
ケ
ー
ド
を
築
い
て
新

国
防
軍
が
数
十
人
警
戒
中
。新
国
防
軍
の
基
本
編
成

は
七
百
人
の
大
隊
で
す
の
で
、国
連
事
務
所
か
ら
こ

こ
ま
で
に
約
二
百
人
の
一
個
中
隊
が
展
開
し
て
い
る

も
の
と
推
測
し
ま
し
た
。
国
連
前
を
通
る
と
、
焼
き

討
ち
は
完
璧
で
見
る
影
も
あ
り
ま
せ
ん
。
十
七
時
、

米
軍
の
拠
点
か
ら
即
座
に
Ｕ
Ｈ
・
六
〇
ブ
ラ
ッ
ク
・

ホ
ー
ク
に
て
ヘ
ラ
ー
ト
空
港
へ
。そ
こ
に
は
既
に
国

連
職
員
が
三
十
人
ほ
ど
い
ま
し
た
が
、怪
我
人
は
な

い
よ
う
で
し
た
。
結
局
、
一
晩
空
港
待
合
室
の
外
で

仮
眠
し
、翌
日
昼
過
ぎ
に
国
連
機
で
カ
ブ
ー
ル
に
戻

り
ま
し
た
。大
が
か
り
な
破
壊
な
が
ら
公
表
さ
れ
た

死
者
は
現
地
人
七
名
で
し
た（
私
の
印
象
で
は
も
っ

と
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
）。

＊
　
＊
　
＊

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
三
ヶ
月
間
、
お
っ
か
な

び
っ
く
り
で
し
た
が
、何
と
か
無
事
生
き
延
び
ま
し

た
。
い
ろ
い
ろ
幸
運
も
あ
り
、
す
り
抜
け
た
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
体
も
い
た
っ
て
健
康
で
、
日
本
人

の
ほ
と
ん
ど
に
み
ら
れ
る
下
痢
に
も
な
ら
ず
、風
土

病
に
も
罹
ら
ず
、現
地
で
は
歴
史
的
な
大
統
領
選
挙

も
間
近
で
見
、国
連
の
実
態
も
認
識
で
き
た
大
変
あ

り
が
た
い
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

暴徒に襲われた国連宿舎中庭暴徒に襲われた国連宿舎中庭

某旅団長から感謝のザクロを贈られている杉本氏某旅団長から感謝のザクロを贈られている杉本氏

回収された武器の集積所回収された武器の集積所

「
き
ず
な
」
編
集
部
で
は
「
き
ず
な
」
へ
の
お

便
り
・
原
稿
の
ご
送
付
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
石
神
井
ク
ラ
ブ

（
電
話
／F

a
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1
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2
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十
三
回
生
の
唐
松
岳
登
山

　
　
野
中
雄
介
（
高
校
十
三
回
）

十
三
回
生
有
志
，
十
二
人
が
還
暦
を
迎
え
た
年
に

富
士
山
登
山
を
敢
行
し
ま
し
た
が
、
以
来
、
山
に
と

り
つ
か
れ
た
面
々
が
昨
年
九
月
に
唐
松
岳
登
山
に
挑

戦
し
ま
し
た
。

十
六
回
生
の
石
田
さ
ん
が
経
営
す
る
ペ
ン
シ
ョ
ン

「
ス
カ
ラ
」に
一
泊
し
、黒
菱
山
荘
に
も
表
敬
訪
問
を

果
た
し
、母
校
の
山
小
屋
の
雄
姿
に
し
ば
し
う
っ
と

り
し
た
も
の
で
す
。

翌
日
は
晴
天
の
八
方
尾
根
を
快
適
に
登
り
唐
松
岳

頂
上
を
踏
破
。
唐
松
岳
山
荘
に
投
宿
し
て
、
夕
暮
れ

の
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
飽
か
ず
眺
め
て
至
福
の
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。

三
日
目
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、八
方
池
で
は
逆
さ
白

馬
三
山
の
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
、感
激
の
唐

松
登
山
を
果
た
し
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
／
関
根
満
範
、
丹
治
保
雄
、野
中
雄
介
、

淵
上
憲
英
、
森
　
義
信
、
松
浦
弘
晃
、
加
藤
昭
子
（
小

倉
）、
浦
上
光
子(

小
島)

、
中
村
静
子
（
栗
原
）、
竹

内
道
子
　

指
折
り
を
し
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
し
た
の
で
作
品

を
紹
介
し
ま
す
。

浦
上
光
子
さ
ん
の
作
品

　「
青
き
嶺
友
あ
ら
ば
こ
そ
越
え
行
か
ん
」

　「
八
方
の
湖
面
逆
さ
に
青
き
嶺
」

　「
雲
の
峰
あ
の
若
き
日
の
自
信
欲
し
」

　「
山
霧
や
魁
夷
の
絵
画
目
の
当
た
り
」

　「
大
夕
焼
け
一
期
一
会
に
合
掌
す
」

　「
ご
来
光
拝
み
て
足
の
軽
き
こ
と
」

　「
青
春
を
晩
夏
の
山
に
観
て
き
た
り
」

　「
ま
た
ひ
と
つ
頂
上
き
わ
め
夏
終
わ
る
」

中
村
静
子
さ
ん
の
作
品

　「
連
山
の
雄
姿
呑
み
ぬ
夏
の
雲
」

　「
雪
渓
の
白
馬
逆
さ
に
山
湖
か
な
」

　「
絶
景
の
白
馬
三
山
秋
澄
め
り
」

　「
雲
海
に
う
き
し
連
山
雄
し
か
り
」

　
『
エ
ス
キ
モ
ー
に
な
っ
た
日
本
人
』

大
島
育
雄
さ
ん

に
会
う
！

勝
見
鈴
代
（
旧
姓
別
所
）（
高
校
二
十
回
）

何
年
く
ら
い
前
だ
ろ
う
…
、
テ
レ
ビ
で
『
エ
ス
キ

モ
ー
に
な
っ
た
日
本
人
』と
い
う
番
組
を
見
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。ま
さ
に
自
然
と
の
戦
い
の
中
で
生

き
生
き
と
逞
し
く
生
き
て
い
る
日
本
人
の
話
で
し

た
。
そ
の
大
島
育
雄
さ
ん
の
姿
は
、
印
象
的
で
、
な

ぜ
か
い
つ
ま
で
も
心
に
残
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
大
島
さ
ん
が
石
神
井
高
校
の
十
八
回
生
！

び
っ
く
り
す
る
と
同
時
に
私
は「
大
島
さ
ん
の
こ
と

を
『
き
ず
な
』
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

思
い
ま
し
た
。

ま
さ
か
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
で
の
取
材
は
無
理
だ

ろ
う
け
れ
ど
、
是
非
お
話
を
伺
い
た
い
。
そ
し
て
エ

ス
キ
モ
ー
に
な
っ
た
経
緯
や
、
今
の
生
活
ぶ
り
、
日

本
へ
の
想
い
な
ど
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
た
い
！

私
の
心
は
は
や
り
ま
し
た
。

「
そ
の
大
島
さ
ん
が
日
本
に
帰
国
し
て
い
る
！
」

十
八
回
生
の
同
窓
会
幹
事
・
鵜
飼
さ
ん
か
ら
の
情
報

で
す
。
そ
し
て
「
同
期
が
集
ま
っ
て
、
大
島
さ
ん
を
囲
む

会
が
あ
る
」…
私
は
そ
の
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

二
〇
〇
四
年
十
一
月
二
十
七
日
の
夜
、
念
願
の
大

島
育
雄
さ
ん
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

真
黒
に
日
焼
け
し
た
顔
、
綺
麗
な
澄
ん
だ
瞳
、
そ

し
て
グ
ロ
ー
ブ
の
よ
う
に
大
き
く
て
分
厚
い
手
、笑

顔
に
は
、
暖
か
な
人
柄
が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

大
島
さ
ん
が
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
シ
オ
ラ
パ
ル
ク

に
住
み
つ
い
て
三
十
年
、エ
ス
キ
モ
ー
の
奥
様
と
の

間
に
四
人
の
お
子
さ
ん
、
職
業
は
猟
師
…
…
。
極
北

の
生
活
で
は
、い
や
お
う
な
く
猟
場
に
駆
り
立
て
ら

れ
、気
が
つ
い
た
ら
猟
師
に
な
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。日
大
の
山
岳
部
で
活
動
し
て
い
た
大
島
さ
ん
で
す

が
、卒
業
の
こ
ろ
か
ら
一
度
は
海
外
の
山
に
登
っ
て

み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、先
輩
達
か
ら
資
料
を

見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
、

興
味
が
極
方
に
向
い
て
い
た
、
と
い
い
ま
す
。
そ
し

て
目
標
は
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
北
西
に
隣
接
し
て
い

る
エ
ル
ズ
ミ
ア
島
の
最
高
峰
に
し
ぼ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
い
き
な
り
登
る
の
は
無
理
、
一
年
間
の

滞
在
の
目
処
を
つ
け
、気
象
状
況
や
極
北
の
環
境
を

体
験
し
つ
つ
調
査
し
よ
う
と
の
計
画
だ
っ
た
と
い
い

ま
す
。

ち
ょ
う
ど
時
を
同
じ
く
し
て
、
北
極
に
目
を
向
け

て
い
た
あ
の
冒
険
家
植
村
直
己
氏
が
犬
ゾ
リ
の
訓
練

の
た
め
に
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
の
シ
オ
ラ
パ
ル
ク
滞
在

し
て
お
り
、
大
島
氏
と
合
流
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
語
学
は
大
の
苦
手
と
い
う
大
島
さ
ん
、
高
校
時

代
に
は
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
て
白
紙
で
提
出
、職
員

室
に
座
ら
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
…
、
し
か

し
、
興
味
の
あ
る
こ
と
に
関
し
て
な
ら
話
は
別
で
、

辞
書
を
片
手
に
資
料
を
調
べ
た
と
の
こ
と
。現
地
で

は
、
辞
書
は
一
応
用
意
し
て
い
っ
た
も
の
の
、
日
本

語
か
ら
英
語
、
英
語
か
ら
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
デ
ン

マ
ー
ク
語
か
ら
エ
ス
キ
モ
ー
語
と
訳
し
て
い
く
う
ち

に
意
味
が
違
っ
て
し
ま
う
た
め
、辞
書
は
や
め
る
こ

と
に
…
、む
し
ろ
小
屋
に
遊
び
に
く
る
子
供
や
若
者

た
ち
が
い
い
先
生
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
。

生
活
は
、
植
村
氏
が
借
り
て
い
た
小
屋
で
始
ま
り

ま
す
。
初
め
て
シ
オ
ラ
パ
ル
ク
に
到
着
し
た
日
、
村

人
の
誕
生
日
祝
い
の
家
へ
行
っ
た
大
島
さ
ん
、そ
こ

で
は
三
歳
に
な
っ
た
ア
ト
ー
ル
君
の
誕
生
祝
が
開
か

れ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
キ
ビ
ヤ
と
い
う
料
理
の
洗

礼
を
受
け
た
の
で
す
。
料
理
と
い
っ
て
も
そ
れ
は
、

ツ
バ
メ
と
ハ
ト
の
中
間
く
ら
い
の
小
鳥
の
死
骸
そ
の

も
の
！
エ
ス
キ
モ
ー
の
村
で
生
活
す
る
の
だ
か
ら
と

多
少
の
覚
悟
は
し
て
い
た
も
の
の
、こ
の
関
門
は
厳

し
す
ぎ
る
、
も
う
開
き
直
る
し
か
な
い
…
、
植
村
氏

の
食
べ
方
を
見
よ
う
見
ま
ね
で
、
か
ぶ
り
つ
い
た
。

胃
袋
は
す
で
に
受
け
入
れ
を
拒
否
、味
わ
っ
て
い
る

ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
涙
が
出
そ
う
だ
、
何
と
か
食
べ

た
、
が
胃
袋
と
の
戦
い
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
し
か

し
、
二
度
、
三
度
食
べ
て
い
く
う
ち
に
、
植
村
氏
の

言
っ
た
と
お
り
大
好
物
と
な
っ
た
と
か
。

一
年
後
帰
国
し
た
も
の
の
、エ
ス
キ
モ
ー
の
生
活

に
強
く
ひ
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
帰
国
し
て
、

各
方
面
へ
の
報
告
を
終
え
た
こ
ろ
、日
本
テ
レ
ビ
の

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
企
画
の
話
が
あ
り
、取
材
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
、再
び
シ
オ
ラ
パ
ル
ク
に
戻
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。た
っ
た
三
ヶ
月
離
れ
て
い
た
だ
け
な

の
に
、
懐
か
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
大
島
さ
ん
は
取
材
班
が
帰
国
し
て
か
ら
も
当
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分
こ
こ
で
暮
ら
し
、自
分
の
好
き
な
こ
と
を
と
こ
と

ん
や
っ
て
み
よ
う
と
決
心
し
た
と
い
い
ま
す
。

そ
し
て
以
前
か
ら
、
気
に
な
っ
て
い
た
ア
ン
ナ
と

い
う
娘
さ
ん
と
結
婚
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、シ

オ
ラ
パ
ル
ク
の
村
人
た
ち
は「
日
本
人
の
婿
が
来
て

く
れ
た
」
と
、
大
喜
び
だ
っ
た
と
話
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

今
思
う
こ
と
を
う
か
が
っ
て
み
ま
し
た
。「
日
本

は
や
は
り
遠
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。郷
愁
に
襲
わ

れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
っ
た
ら
う
そ
に
な
り
ま
す
。

ウ
サ
ギ
狩
り
で
裏
山
の
斜
面
を
歩
い
て
い
る
と
き
な

ど
、
ふ
い
と
学
生
時
代
の
山
行
が
思
い
出
さ
れ
、
日

本
へ
帰
っ
た
ら
一
日
の
ん
び
り
と
日
本
の
山
を
歩
い

て
み
た
い
な
ど
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
。で
も

正
直
、エ
ス
キ
モ
ー
猟
師
は
毎
日
忙
し
く
感
傷
に
に

ふ
け
っ
て
い
る
暇
は
な
い
ん
で
す
。シ
オ
ラ
パ
ル
ク

に
暮
ら
し
て
い
る
と
、人
間
が
自
然
の
中
の
一
員
で

あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
ち
っ
ぽ
け
な
一
点

の
命
に
過
ぎ
な
い
と
感
じ
ま
す
。
で
も
、
そ
の
一
点

に
も
五
分
の
命
が
あ
る
こ
と
を
、何
か
に
向
か
っ
て

言
っ
て
お
き
た
い
思
い
で
す
」

お
話
は
、
ま
だ
ま
だ
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
あ

た
り
の
こ
と
を
大
島
さ
ん
が
つ
づ
っ
た
書
籍『
エ
ス

キ
モ
ー
に
な
っ
た
日
本
人
』が
文
芸
春
秋
社
か
ら
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
下
さ
い
。今
、

日
本
に
求
め
ら
れ
て
い
る
、大
切
な
心
が
い
っ
ぱ
い

詰
ま
っ
た
本
で
、
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
で
す
。

大
島
さ
ん
と
今
度
会
え
る
の
は
、
い
つ
な
の
で

し
ょ
う
か
？
高
校
時
代
の
仲
間
と
楽
し
く
呑
み
、語

り
合
っ
た
「
大
島
さ
ん
を
囲
む
会
」
に
同
席
し
、
温

か
い
ひ
と
と
き
を
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
パ
ラ
オ
思
考

城
　
和
裕
（
高
校
十
二
回
）

「
パ
ラ
オ
っ
て
何
処
？
。
飛
行
機
で
何
時
間
？
」っ

て
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
東
経
一
三
五
度
、
北
緯
三
度

か
ら
七
度
、二
百
以
上
の
島
々
か
ら
な
る
南
海
の
楽

園
で
す
。
そ
う
神
戸
の
真
南
、
し
た
が
っ
て
時
差
は

そ
う
そ
う
地
震
が
な
く
て
、
台
風
が
な
く
て
、
も

ち
ろ
ん
最
近
あ
っ
た
津
波
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。海

水
面
が
少
々
上
が
っ
て
も
消
え
る
よ
う
な
島
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

戦
前
は
日
本
人
が
三
万
人
も
い
た
主
要
都
市
で
南

洋
庁
が
あ
っ
て
南
洋
神
社
も
あ
り
ま
し
た
。戦
艦
武

蔵
が
停
泊
し
て
島
よ
り
大
き
い
と
現
地
の
人
達
を
驚

か
せ
ま
し
た
。大
戦
が
な
け
れ
ば
本
当
に
天
国
に
近

い
島
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。お
問
い
合
わ
せ
は
〇
九

〇
・
三
八
〇
五
・
二
六
三
二
、
城
の
携
帯
に
ど
う
ぞ
。

　
黒
菱
山
荘
と
「
七
人
の
侍
」

真
家
俊
雄
（
高
校
一
回
）

昨
年
八
月
五
日
、
東
京
か
ら
一
回
生（
七
十
四
歳
）

七
人
が
分
乗
し
た
二
台
の
ク
ル
マ
が
大
糸
線
沿
い
の

国
道
を
北
上
し
、白
馬
の
町
か
ら
つ
づ
ら
折
れ
の
林

道
を
一
気
に
走
り
登
っ
て
石
神
井
高
校
黒
菱
山
荘
に

着
い
た
の
は
夕
刻
で
し
た
。

あ
い
に
く
雲
が
か
か
っ
て
白
馬
の
山
々
が
見
え
な

か
っ
た
た
め
か
千
五
百
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
登
っ
た

感
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

山
荘
の
周
囲
に
は
夏
草
が
生
い
茂
っ
て
目
に
付
く

看
板
も
立
て
札
の
な
か
っ
た
の
で
、そ
れ
が
石
神
井

高
の
山
荘
で
あ
る
こ
と
が
は
じ
め
は
判
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、鮮
や
か
な
イ
エ
ロ
ー（
マ
ナ
ス
ル
カ
ラ
ー
）

の
屋
根
が
ひ
と
き
わ
目
立
ち
、な
か
な
か
の
デ
ザ
イ

ン
で
す
。
炊
事
道
具
が
整
っ
て
い
る
と
聞
き
、
私
達

は
食
材
を
ク
ル
マ
に
積
ん
で
山
荘
に
二
泊
の
予
定
で

や
っ
て
来
た
の
で
す
。

級
友
達
と
自
炊
を
す
る
の
は
、
あ
の
戦
争
最
中
の

野
外
軍
事
教
練
以
来
六
十
年
ぶ
り
の
こ
と
、あ
の
御

殿
場
の
日
の
丸
兵
舎
を
思
い
出
し
て
、ま
さ
に
昭
和

一
桁
石
神
井
中
学
校
報
国
隊
生
き
残
り
老
兵
た
ち
の

晩
餐
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

思
え
ば
激
し
い
空
爆
に
曝
さ
れ
た
学
徒
動
員
、
疎

開
者
と
の
離
別
、
敗
戦
前
後
の
混
沌
、
戦
後
の
新
学

制
移
行
な
ど
、石
神
井
時
代
に
全
て
を
経
験
し
た
少

年
達
の
、半
世
紀
を
超
え
た
友
情
の
絆
で
も
あ
り
ま

し
た
。
私
達
は
大
学
か
ら
様
々
の
分
野
に
分
か
れ
ま
し
た

が
、そ
れ
ぞ
れ
に
戦
後
の
復
興
と
再
建
を
担
い
国
際

競
争
に
も
勝
ち
抜
い
て
高
度
成
長
時
代
の
企
業
戦
士

と
し
て
頑
張
っ
た
世
代
で
す
。

し
か
し
今
は
第
一
線
を
退
い
て
古
希
も
過
ぎ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
人
並
み
に
病
気
も
体
験
し
克
服
し
な
が
ら

老
後
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
過
程
を
一
気
に
巻
き
戻
し
、
母
校
の

山
荘
で
石
神
井
時
代
に
か
え
っ
て
旧
交
を
暖
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

翌
日
、
八
方
尾
根
を
歩
い
て
後
輩
達
が
築
い
た
石

神
井
ケ
ル
ン
に
到
達
し
た
感
動
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。
石
神
井
健
児
「
七
人
の
侍
」
は
、
い
ま
だ
健
在

で
し
た
。山
荘
に
は
風
呂
が
な
い
の
で
夕
方
ク
ル
マ

で
白
馬
の
町
に
降
り
、ゆ
っ
く
り
と
温
泉
に
浸
か
り

疲
れ
を
癒
し
て
再
び
山
荘
に
戻
り
、あ
ら
た
め
て
祝

杯
を
上
げ
ま
し
た
。

「
来
て
よ
か
っ
た
な
」「
ま
だ
ま
だ
や
れ
る
ぞ
」
七

人
の
表
情
に
、
あ
の
少
年
時
代
の
志
村
・
仲
里
・
平

出
・
真
家
・
三
木
・
村
瀬
・
山
下
の
童
顔
が
重
な
り

ま
し
た
。

三
日
目
の
朝
は
見
事
に
霧
が
晴
れ
、
山
荘
の
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら
は
白
馬
三
山
の
全
景
が
展
望
さ
れ
、大
雪

渓
が
眩
し
い
ほ
ど
光
っ
て
い
ま
し
た
。

母
校
の
山
荘
を
管
理
し
て
下
さ
る
方
々
の
陰
の
ご

苦
労
に
心
か
ら
感
謝
し
、

再
会
を
期
し
て
白
馬
の
山

並
み
を
背
に
帰
路
に
着
き

ま
し
た
。

石
神
井
ク
ラ
ブ
『
あ
お

し
ま
』
で
の
六
月
の
昼
食

会
で
雑
談
中
に
黒
菱
山
荘

の
話
が
出
て
、
ア
ッ
と
い

う
間
に
実
現
し
た
高
齢
ド

ラ
イ
ブ
行
で
し
た
が
、
本

当
に
楽
し
い
旅
行
で
し

た
。

あ
り
ま
せ
ん
。最
近
は
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
直
行
便
が
成
田
か

ら
た
っ
た
四
時
間
。

ダ
イ
ビ
ン
グ
好
き
の
メ
ッ
カ
で
、
魚
影
の
濃
い
海

は
穏
や
か
な
鏡
の
よ
う
な
海
面
で
、緑
の
マ
ッ
シ
ュ

ル
ー
ム
の
よ
う
な
ロ
ッ
ク
ア
イ
ラ
ン
ド
を
快
速
ク

ル
ー
ザ
ー
に
乗
っ
て
巡
る
気
分
は
正
に
王
者
の
癒
し

が
あ
り
ま
す
。

二
十
年
以
上
前
に
ご
縁
が
あ
っ
て
、『
青
島
』パ
ラ

オ
店
を
開
設
、十
五
年
ほ
ど
営
業
し
ま
し
た
が
今
は

会
社
だ
け
が
残
っ
て
お
り
店
は
あ
り
ま
せ
ん
。そ
ん

な
訳
で
、
今
で
も
コ
ロ
ー
ル
空
港
に
着
く
と
「
お
帰

り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
東
京
の
店

で
も
現
在
百
名
近
く
の
『
青
島
パ
ラ
オ
会
』
の
メ
ン

バ
ー
が
お
り
、毎
年
欠
か
さ
ず
三
月
頃
現
地
へ
参
り

ま
す
。
今
年
は
三
十
六
名
の
参
加
が
あ
り
、
な
ん
と
中
に

は
二
十
回
以
上
参
加
の
方
も
多
数
い
ま
す
。

参
加
年
齢
は
三
～
八
五
歳
ま
で
の
男
女
、
中
に
は

泳
ぎ
の
不
得
意
な
方
も
お
ら
れ
ま
す
が
問
題
は
な
く
、

二
人
乗
り
の
カ
ヤ
ッ
ク
で
海
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
通
っ

て
静
寂
の
中
、
鳥
や
亀
や
魚
や
ク
ラ
ゲ
達
を
大
型

ボ
ー
ト
の
入
れ
な
い
塩
水
湖
に
忍
び
込
ん
追
っ
か
け

る
体
験
は
口
で
は
表
せ
ま
せ
ん
。
ダ
イ
ビ
ン
グ
の
好

き
な
方
は
別
行
動
し
ま
す
が
夜
の
宴
会
で
は
そ
の
日

の
体
験
発
表
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
だ
い
た
い
五
泊

六
日
の
旅
程
で
す
が
帰
国
の
日
が
く
る
と
「
あ
と
三

日
伸
ば
し
た
い
」
と
言
う
の
が
常
で
す
。
特
に
ナ
イ

ト
ツ
ア
ー
で
の
船
上
で
の
貸
切
パ
ー
テ
ィ
で
は
、
夕

方
出
航
し
て
真
っ
赤
な
夕
日
の
海
に
沈
む
の
を
見
て

か
ら
、
別
の
大
型
三
胴
船
の
ヨ
ッ
ト
に
乗
り
移
っ
て

食
事
の
後
、
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
、
後
は
消
灯
し
て

満
天
の
天
の
川
を
満
喫
し
ま
す
。
成
田
で
は
知
ら
な

い
者
同
士
が
、
な
ん
と
帰
国
す
る
時
に
は
親
戚
以
上

に
な
る
の
で
す
。
東
先
生
ご
夫
妻
も
二
度
ほ
ど
参
加

な
さ
っ
て
大
変
喜
ん
で
下
さ
い
ま
し
た
。『
パ
ラ
オ

会
』
の
メ
ン
バ
ー
で
は
大
人
気
者
で
私
の
恩
師
な
の

に
勝
手
に
お
付
き
合
い
を
し
て
く
れ
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
多
士
済
々
、
気
取
り
の
な
い
人
達
ば
か
り
で

幸
せ
で
す
。
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「
追
憶
、
吉
田 

寿
先
生
」

佐
藤
　
健
（
高
校
三
回
）

我
々
が
数
学
の
吉
田
寿
先
生
に
奉
っ
た
仇
名
は
　

〈
ラ
イ
オ
ン
〉。
頬
か
ら
顎
に
か
け
て
の
濃
い
髯
か

ら
、
こ
の
名
と
な
っ
た
の
だ
が
、
怒
る
と
「
ウ
オ

～
ッ
」
と
吼
え
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ
の
名
の
通
り

恐
い
先
生
だ
っ
た
。

戦
後
の
数
年
間
は
、
戦
時
下
の
風
潮
が
残
っ
て
い

て
、
出
席
簿
で
横
っ
面
を
張
っ
た
り
、
生
徒
に
白
墨

を
叩
き
つ
け
る
先
生
も
い
た
が
、吉
田
先
生
の
場
合

は
竹
刀
で
あ
る
。教
員
室
か
ら
竹
刀
で
廊
下
の
壁
を

叩
き
な
が
ら
や
っ
て
来
る
。
ピ
シ
ッ
、
ピ
シ
ッ
と
い

う
音
。
見
張
り
の
生
徒
が
「
先
生
来
襲
！
」
と
叫
ぶ

と
、
教
室
は
緊
張
感
に
つ
つ
ま
れ
粛
と
し
て
声
な

し
。宿
題
を
や
っ
て
来
な
い
者
は
額
青
ざ
め
て
先
生

の
ご
到
来
を
待
っ
た
。

あ
る
時
、
生
徒
一
同
で
「
竹
刀
で
叩
く
の
は
、
い

く
ら
何
で
も
ひ
ど
過
ぎ
る
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
す
る
と
先
生
い
わ
く
「
君
た
ち
は
叩
か
れ
方
が

下
手
だ
。
俺
は
竹
刀
を
振
り
切
っ
て
い
な
い
。
当
た

る
瞬
間
に
止
め
て
い
る
か
ら
、そ
の
時
ち
ょ
っ
と
頭

を
下
げ
れ
ば
痛
く
な
い
」。そ
し
て
、ニ
ヤ
リ
と
笑
っ

て
付
け
加
え
た
「
こ
れ
を
愛
の
鞭
と
い
う
」。

先
生
の
得
意
技
は
板
書
（
黒
板
に
字
や
図
を
書
く

こ
と
）
で
あ
っ
た
。
先
生
は
定
規
や
コ
ン
パ
ス
を
使

わ
ず
、
直
線
や
円
を
素
手
で
お
書
き
に
な
っ
た
。
腕

を
ぐ
る
っ
と
回
し
て
円
を
描
き
、そ
こ
に
内
接
三
角

形
を
書
き
込
む
と
見
事
な
図
形
が
出
来
上
が
る
。こ

こ
で
悪
童
ど
も
が
拍
手
す
れ
ば
、「
も
う
一
つ
書
い

て
み
よ
う
か
」
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。

先
生
は
、
プ
ロ
の
教
師
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
を
お

持
ち
に
な
っ
て
い
た
。
我
々
に
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
戦
後
派
の
若
手
教
員
と
の
間
に
、
何
ら

か
の
確
執
が
あ
り
、そ
れ
に
悩
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う

な
気
が
す
る
。「
黒
板
に
ロ
ク
な
字
も
書
け
な
い
教

員
が
い
る
。
こ
れ
で
は
困
る
ん
だ
よ
ね
」
と
フ
ト
洩

ら
し
た
言
葉
を
、
今
で
も
私
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

三
月
、
学
年
末
最
後
の
授
業
の
時
、
先
生
は
授
業

の
途
中
で
話
を
お
止
め
に
な
っ
て
、じ
っ
と
窓
外
を

見
て
お
ら
れ
た
。雨
上
が
り
の
校
庭
は
春
の
日
を
浴

び
て
、の
ど
か
に
陽
炎
が
立
ち
昇
っ
て
い
た
。「
春
に

な
っ
た
な
あ
」
と
言
っ
て
、
先
生
は
黒
板
に
大
き
な

文
字
で
「S

p
r
i
n
g

　h
a
s

　c
o
m
e
.

」
と
お
書
き
に

な
っ
た
。
そ
の
瞬
間
、
教
室
全
体
に
ホ
ッ
と
し
た
空

気
が
広
が
っ
た
。
皆
が
春
の
到
来
に
気
が
つ
い
た
。

暖
房
も
な
く
、破
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
に
は
板
が
貼
っ
て

あ
る
と
い
う
貧
し
い
時
代
で
あ
る
。冬
は
凍
え
る
指

先
を
我
慢
し
て
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。そ
の
辛
さ

か
ら
開
放
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

今
、
こ
の
年
（
七
十
二
歳
）
に
な
っ
て
、「
い
い
先

生
と
は
ど
う
い
う
先
生
な
の
か
」
と
考
え
る
。
記
憶

に
残
る
よ
う
な
場
面
を
残
し
て
く
れ
た
先
生
、そ
れ

が
い
い
先
生
で
は
な
い
の
か
。
生
徒
か
ら
「
セ
ン
コ

ウ
」
と
呼
ば
れ
る
だ
け
の
先
生
は
、
吉
田
先
生
か
ら

は
最
も
遠
い
存
在
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の

で
あ
る
。

　
夫
婦
で
「
恩
師
を
囲
む
会
」
に

参
加
し
て

　
　
新
井
知
恭
・
新
井
公
子
（
高
校
十
二
回
）

山
荘
前
で
皆
様
と
お
別
れ
し
て
か
ら
、
車
を
置
い

て
黒
菱
リ
フ
ト
を
乗
り
継
い
で
第
一
ケ
ル
ン
、第
二

ケ
ル
ン
、八
方
池
ま
で
す
ば
ら
し
い
天
候
の
中
を
歩

い
き
、帰
り
も
同
じ
コ
ー
ス
を
Ｕ
タ
ー
ン
し
ま
し
た

が
、
晴
天
の
下
、
雄
大
な
周
囲
の
景
色
を
眺
め
な
が

ら
の
約
三
時
間
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
参
り

ま
し
た
。
私
も
か
な
り
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
い
ま
す

が
、こ
の
白
馬
の
夏
は
初
め
て
で
感
動
い
た
し
ま
し

た
。
ス
ケ
ー
ル
が
違
い
ま
す
。

こ
ん
な
す
ば
ら
し
い
自
然
の
中
の
山
荘
な
ん
て
う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。皆
さ
ん
が
も
っ
と
価
値
を

感
じ
て
大
い
に
活
用
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

普
通
の
別
荘
や
コ
テ
ー
ジ
、保
養
施
設
等
と
は
少

し
設
立
の
主
旨
が
違
う
よ
う
で
す
が
、今
で
は
作
ろ

う
と
思
っ
て
も
多
分
作
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

そ
れ
と
先
人
が
四
十
年
ほ
ど
大
切
に
管
理
補
修
し

て
、
今
で
も
立
派
に
使
用
で
き
る
な
ん
て
…
、
こ
れ

は
現
地
に
行
っ
て
見
た
人
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い

で
し
ょ
う
ね
。
テ
ー
ブ
ル
に
刻
ま
れ
た
思
い
出
の
詩

や
彫
刻
、
永
年
の
風
雪
に
も
耐
え
て
し
っ
か
り
し
た

構
造
の
遠
め
に
も
目
立
つ
黄
色
の
屋
根
、
あ
の
山
頂

で
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
、
下
水
設
備
完
備
と
は
び
っ
く

り
い
た
し
ま
す
。

た
ま
た
ま
天
候
に
恵
ま
れ
た
時
に
行
っ
た
の
で
余

計
に
そ
の
よ
う
に
思
っ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
う

ら
や
ま
し
い
限
り
で
す
。

皆
様
と
楽
し
く
ひ
と
と
き
を
過
ご
せ
ま
し
た
こ
と
、

私
の
旅
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
す
ば
ら
し
い
も
の
に
な

り
ま
し
た
。

城
様
に
は
懸
命
に
こ
の
山
荘
を
守
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
言
う
思
い
が
伝
わ
っ
て
来
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
も
石
神
井
高
校
の
皆
様
が
こ
の
山
の
宝
物
を

大
切
に
守
っ
て
い
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
妻
の
ア
ッ
シ
ー
君
を
務
め
て
往
復
約
五
百

五
十
キ
ロ
走
り
ま
し
た
が
、
思
い
切
っ
て
お
邪
魔
虫

か
と
思
い
な
が
ら
付
い
て
い
っ
て
、
本
人
も
私
も
大

変
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

皆
様
に
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
と
と

存
じ
ま
す
が
、気
持
ち
の
す
ば
ら
し
い
方
ば
か
り
で
、

ま
た
恩
師
の
小
山
先
生
、
寺
島
先
生
お
二
人
も
高
齢

な
が
ら
遠
距
離
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
地
ま
で
お
出
か

け
に
な
り
、
皆
さ
ん
と
気
さ
く
に
酒
を
酌
み
交
わ
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
こ
れ
も
な
か
な
か
で
き
る
こ

と
で
は
な
い
の
で
は
と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

今
時
、友
人
関
係
も
希
薄
に
な
り
恩
師
と
の
交
流
も

少
な
く
な
っ
て
…
、そ
れ
は
そ
れ
で
良
い
と
言
う
方
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
せ
っ
か
く
こ
の
よ
う
な
方
、
こ
の

よ
う
な
設
備
、こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
る
の
で
す
か
ら

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
に
は
大
い
に
ご
参
加
さ
れ
た
ら
良
い
の

で
は
、
と
外
部
の
人
間
と
し
て
も
感
じ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

城
様
や
石
神
井
高
校
の
恩
師
、Ｏ
Ｂ
の
皆
様
の
限
り
な

い
ご
発
展
を
祈
念
し
て
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　（
新
井
　
知
恭
）

　
応
援
歌
の
楽
譜
　

兵
頭
明
彦
（
高
校
二
十
三
回
）

小
生
は
、
確
か
高
校
の
「
二
十
三
回
生
」
で
あ
っ

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ひ
と

つ
ひ
と
つ
を
懐
か
し
く
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
。ま
た

応
援
歌
を
聞
い
て
感
慨
に
ふ
け
り
ま
し
た
。

応
援
歌
に
つ
い
て
は
、
少
し
思
い
出
が
あ
り
ま
し

て
、当
時
、応
援
歌
の
曲
と
詩
を
自
作
し
た
の
で
す
。

前
年
度
に
確
か
、赤
団
が
曲
と
詩
を
自
作
し
ま
し
た

の
で
、
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
鈴
木
利
明
氏
（
現
在
、
地

方
公
務
員
、確
か
警
視
庁
捜
査
２
課
の
警
部
さ
ん
に

な
ら
れ
て
い
る
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
）が
詩
を
自

作
し
、
小
生
（
現
在
、
会
社
員
）
が
曲
を
作
っ
た
の

で
す
。
出
来
上
が
っ
た
も
の
は
、
当
時
の
音
楽
の
担

当
で
あ
ら
れ
た
、河
西
先
生
に
見
て
も
ら
い
、（
お
せ

じ
で
し
ょ
う
が
）「
き
れ
い
な
曲
に
な
っ
て
い
る
し
、

詩
と
も
不
自
然
で
な
い
」と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い

た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。そ
の
と
き
の
ガ
リ
版

（
と
い
う
の
が
昔
は
あ
っ
た
の
で
す
よ
）
刷
り
の
楽

譜
と
歌
詩
を
見
つ
け
出
し
ま
し
た
の
で
、お
送
り
し

ま
す
。
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同
期
会
・ク
ラ
ス
会
の

報
告
と
お
知
ら
せ

　
エ 

イ
ト
会
の
報
告

　
代
表
幹
事 
山
田
康
之
（
高
校
八
回
）

平
成
十
六
年
十
月
十
六
日
（
土
）、
昭
和
三
十

一
年
卒
業
、第
八
回
生
の
同
期
会
を
、新
宿
三
井

ビ
ル
五
十
四
階「
三
井
ク
ラ
ブ
」に
て
行
い
ま
し

た
。今
年
は
台
風
の
当
た
り
年
で
し
た
が
、
幸
い

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
高
層
ビ
ル
か
ら
眺
め

る
新
宿
の
夜
景
も
素
晴
ら
し
く
、
時
の
経
つ
の

も
忘
れ
る
ほ
ど
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。男
性
四
十
三
名
、女
性
十
八
名

の
参
加
者
の
う
ち
、
今
回
は
初
め
て
参
加
す
る

者
も
多
く
、
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る
仲
間

は
、い
つ
の
ま
に
か
、四
十
八
年
前
の
顔
に
戻
っ

て
い
ま
し
た
。

手
作
り
の「
ダ
ー
ツ
」に
打
ち
興
じ
た
り
、｢

緑

な
す
こ
こ
よ
武
蔵
野
」の
校
歌
を
合
唱
し
た
り
、

あ
ち
こ
ち
で
談
笑
の
輪
が
広
が
り
、
高
校
時
代

の
三
年
間
は
今
の
自
分
の
人
生
に
と
っ
て
も
大

切
な
年
月
だ
っ
た
と
、
改
め
て
思
い
起
こ
さ
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

六
十
名
を
超
え
る
参
加
者
で
、
会
場
が
手
狭

だ
っ
た
の
で
、
鮨
詰
め
の
状
態
に
な
っ
て
し
ま

い
、
記
念
の
集
合
写
真
も
二
組
に
分
け
る
ほ
ど

で
し
た
。、

古
希
に
近
い
年
齢
に
な
り
ま
す
と
、
同
期
会

の
通
知
を
差
し
上
げ
る
た
び
に
、
彼
の
世
に

逝
っ
て
し
ま
う
仲
間
も
、二
人
、三
人
と
出
て
き

て
、
ま
た
、
病
気
静
養
中
の
方
も
多
く
な
り
、
年

年
歳
歳
淋
し
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
鬼
籍
に

入
ら
れ
る
恩
師
の
報
に
接
す
る
た
び
に
淋
し
さ

は
増
し
て
き
ま
す
。

次
回
も
元
気
に
健
康
で
こ
の
エ
イ
ト
会
が
迎

え
ら
れ
る
よ
う
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

高校高校 1515 回回（昭和（昭和 3838 年度卒業）年度卒業）同期会同期会

77月９日月９日（土）　午後（土）　午後55時～時～77時時

新宿西口／京王プラザホテル新宿西口／京王プラザホテル

4444階　ハーモニーの間　階　ハーモニーの間　

11次会費次会費：：男性男性 12,000 12,000円　女性円　女性10,00010,000円円

22次会次会：：じゃぽんじゃぽん（新宿ワシントンホテル（新宿ワシントンホテルB1B1））

　　  　　　　　　　（会費予定　　　　　　　（会費予定：：5,0005,000円）円）

幹事幹事：：中田中田  ℡℡048-472-1511048-472-1511

Email: nakada.s.h@tbi.t-com.ne.jpEmail: nakada.s.h@tbi.t-com.ne.jp

高校高校 1 71 7 回回（昭和（昭和 4 04 0 年度卒業）年度卒業）同期会同期会

卒業卒業4040年の節目の年を記念して下記にて恒例の同期会を開催いたし年の節目の年を記念して下記にて恒例の同期会を開催いたし

ますので前ますので前33回にご出席されなかった方々も今回は是非ご参加下さい。回にご出席されなかった方々も今回は是非ご参加下さい。

連絡先の判明している方々には後日案内状を発送致しますが、連絡先の判明している方々には後日案内状を発送致しますが、それそれ

ぞれ身近な友人に声をお掛け下さい。ぞれ身近な友人に声をお掛け下さい。

開催日開催日：：　　20052005年年1111月月1919日日（土）（土）

　　　　　午後　　　　　午後33時より時より33時間程度時間程度

場所場所：：　「あおしま」　「あおしま」

　　　　　東京都港区南青山１－２－３、　青山ビル地下　　　　　東京都港区南青山１－２－３、　青山ビル地下11階階

　　　　　０３－３４０３－３４６１　　　　　０３－３４０３－３４６１

同期会幹事代表同期会幹事代表：：　上野俊彦　上野俊彦

同
期
会
開
催
の
　
お
知
ら
せ

高校高校2727 回回（昭和（昭和5050 年度卒業）年度卒業）同期会同期会
日時　平成日時　平成1717年年88月月2727日日（土）（土）午後午後44時時0000分～午後分～午後66時時3030分分

場所　アルカディア市ヶ谷場所　アルカディア市ヶ谷（私学会館）　（私学会館）　44階　鳳凰の間　階　鳳凰の間　

〒〒102102‐‐00730073　東京都千代田区九段北　東京都千代田区九段北44‐‐22‐‐2525　℡　℡ 03-3261-9921 03-3261-9921

http://www.arcadia-jp.orghttp://www.arcadia-jp.org 会費会費80008000円円

２次会２次会　同日午後　同日午後77時時0000分から分から22時間程度時間程度

場所　ワイン＆レストラン　葡萄の木場所　ワイン＆レストラン　葡萄の木

〒〒102102‐‐00760076　東京都千代田区五番町　東京都千代田区五番町55‐‐1 1 第第88田中ビル田中ビルB1B1

℡℡ 03-3262-9975 03-3262-9975　　会費　　会費25002500円円

お問い合わせ先　　小澤正史　（お問い合わせ先　　小澤正史　（e-maile-mail））ma.ozawa@nifty.comma.ozawa@nifty.com

（勤務先住所）（勤務先住所）〒〒105-0004 105-0004 東京都港区新橋東京都港区新橋33丁目丁目88番番88号リバティ８六階号リバティ８六階

勤務先電話勤務先電話・・FAX 03-5425-6217FAX 03-5425-6217（小澤でお呼び出し下さい。）（小澤でお呼び出し下さい。）

　
白
馬
村
で
の
催
し
物
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
？

黒
菱
山
荘
の
管
理
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い

る
、
対
岳
館
の
丸
山
庄
司
さ
ん
か
ら
、
三
月
下
旬
の

「
蕗
味
噌
の
会
」五
月
下
旬
の「
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ

ム
の
会
」
の
お
誘
い
が
あ
り
ま
し
た
。「
蕗
味
噌
の

会
」は
三
月
下
旬
に
白
馬
村
で
蕗
の
採
集
か
ら
仕
上

げ
ま
で
お
手
伝
い
し
、お
土
産
に
手
作
り
の
蕗
味
噌

を
持
ち
帰
る
楽
し
い
企
画
で
す
。五
月
下
旬
に
は
同

じ
よ
う
に
「
ブ
ル
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
の
会
」
の
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
詳
細
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
詳
細
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
。
ま
た
ご
興
味
の
あ
る
方
は
「
石
神
井
ク

ラ
ブ
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

石
神
井
ク
ラ
ブ 0

3
-
3
3
1
9
-
1
1
2
2

　
　
　
　
　
　

城
　
和
裕
（
高
校
十
二
回
）

☆☆石神井高校ＯＢ会中野石神井高校ＯＢ会中野

会員などを募集しています会員などを募集しています（勉強やクラブ活動などのＯ（勉強やクラブ活動などのＯ

Ｂのための会）。Ｂのための会）。会の内容は、会の内容は、意見や情報交換を年２，意見や情報交換を年２，３３

回予定しています。回予定しています。公認のＯＢ会や会場になることを目指公認のＯＢ会や会場になることを目指

しますします（明るく自由な会で！）。（明るく自由な会で！）。どなたでも参加自由。どなたでも参加自由。興興

味ある方はお気軽にご連絡ださい。味ある方はお気軽にご連絡ださい。

塩田洋彦塩田洋彦
3838回生回生・・柔道部ＯＢ、柔道部ＯＢ、現在中野地域で日米英語現在中野地域で日米英語・・歌など歌など

を教えています。を教えています。　　

〒〒165-0027 165-0027 中野区野方中野区野方2-64-13 Tel/Fax03-3388-19672-64-13 Tel/Fax03-3388-1967
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黒菱山荘黒菱山荘

委員会から委員会から

黒菱山荘の利用方法　黒菱山荘の利用方法　
山荘の管理は、山荘の管理は、黒菱山荘委員会が行っています。黒菱山荘委員会が行っています。以下の利用規程について、以下の利用規程について、ご理解の上ご利用ください。ご理解の上ご利用ください。

☆☆利用資格利用資格 石神井高校生石神井高校生（ただし保護者の同伴が必要）（ただし保護者の同伴が必要）・・ＰＴＡ会員ＰＴＡ会員・・同窓会員同窓会員・・教員教員・・その同伴者その同伴者

☆☆宿泊費宿泊費 石神井高校生　石神井高校生　 無料無料

同窓生、同窓生、教員、教員、元教員元教員 2,000 2,000円円

　　　　　　 その他の方　　　その他の方　　　 2,0002,000円円

学生学生 1,0001,000円円（未就学児無料）（未就学児無料）

☆☆利用期間利用期間 夏休み期間中、夏休み期間中、年末年始およびスキーシーズンなどに利用期間を設定年末年始およびスキーシーズンなどに利用期間を設定

　　

☆☆利用申し込みの手順利用申し込みの手順

①①  まず大体の日程、まず大体の日程、人数等をお知らせいただき、人数等をお知らせいただき、下記までお問い合わせください。下記までお問い合わせください。

　※連絡問い合わせ先　　　※連絡問い合わせ先　　

『黒菱山荘委員会　『黒菱山荘委員会　03-3385-8996(FAX03-3385-8996(FAX共共))泉水まで』泉水まで』

  　当日の小屋番の有無、　当日の小屋番の有無、申し込み状況、申し込み状況、山荘概況等をお伝え出来ます。山荘概況等をお伝え出来ます。

②②  所定の申込書にてお申し込み下さい。所定の申込書にてお申し込み下さい。ご記入は正確にお願いします。ご記入は正確にお願いします。

特に現役生、特に現役生、卒業生卒業生・・一般などの区分、一般などの区分、宿泊日宿泊日・・日数等を明記下さい。日数等を明記下さい。

③③  申し込みから申し込みから11週間以内を目安に指定口座に宿泊費を入金して下さい。週間以内を目安に指定口座に宿泊費を入金して下さい。

　※入金が確認されませんと現地で宿泊をお断りする場合がありますのでご注意下さい。　※入金が確認されませんと現地で宿泊をお断りする場合がありますのでご注意下さい。振込用紙の控えは、振込用紙の控えは、

当日山荘で入荘時に小屋番が提示をお願いする場合がありますので、当日山荘で入荘時に小屋番が提示をお願いする場合がありますので、大切に保管の上、大切に保管の上、当日携帯して下さい。当日携帯して下さい。

★指定口座　★指定口座　

東京三菱銀行　新座志木支店東京三菱銀行　新座志木支店（ニイザシキ）　普通　（ニイザシキ）　普通　１６０３５９６１６０３５９６

石神井高校山荘委員会石神井高校山荘委員会（シャクジイコウコウサンソウイインカイ）（シャクジイコウコウサンソウイインカイ）

④④  申込書を受理し入金が確認されますと、申込書を受理し入金が確認されますと、折り返し折り返し『山荘利用のしおり』『山荘利用のしおり』をお送りします。をお送りします。

※※ＦＡＸ連絡が可能な方にはＦＡＸで、ＦＡＸ連絡が可能な方にはＦＡＸで、その他の方には郵送で、その他の方には郵送で、少なくとも入荘少なくとも入荘11週間前までに送付します。週間前までに送付します。

万一期日までにお手元に届いていない場合は、万一期日までにお手元に届いていない場合は、ご連絡ご確認下さい。ご連絡ご確認下さい。

 

白
馬
の
春
～
黒
菱
山
荘
委
員
会
よ
り

　
浦
川
伸
一
（
高
校
三
十
二
回
・
山
荘
長
）

安
曇
野
地
方
の
春
の
訪
れ
は
、
東
京
よ
り
も
か
な

り
遅
い
の
で
す
が
、さ
す
が
に
六
月
と
も
な
れ
ば
、残

雪
も
一
掃
さ
れ
、
一
年
で
一
番
緑
が
美
し
い
季
節
と

な
り
ま
す
。
青
空
に
映
え
る
美
し
い
緑
は
、
美
し
い

空
気
と
と
も
に
、
心
が
洗
わ
れ
る
思
い
が
し
、
実
に

す
が
す
が
し
い
も
の
で
す
。

黒
菱
山
荘
は
、毎
年
五
月
と
十
月
に
、同
じ
八
方
尾

根
黒
菱
地
区
に
立
つ
学
校
施
設
関
係
者
と
の
会
合
で

あ
る
「
黒
菱
山
寮
協
議
会
」
に
長
ら
く
参
加
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
当
校
を
は
じ
め
、
関
西
大
学
、
東
京
薬

科
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
中
央
大
学
、
明
治
大
学
、
武

蔵
学
園
と
、
七
施
設
が
あ
り
ま
し
た
が
、
関
西
大
学
、

名
古
屋
大
学
が
す
で
に
撤
退
、
東
京
薬
科
大
学
も
昨

年
撤
退
と
な
り
、
現
在
は
四
施
設
を
残
す
の
み
と
な

り
ま
し
た
。
な
か
な
か
学
校
と
し
て
こ
の
よ
う
な
施

設
を
維
持
管
理
し
て
い
く
の
は
、
費
用
や
運
用
な
ど

の
面
で
各
校
に
も
ご
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。

今
年
は
石
神
井
高
校
が
当
番
校
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
現
地
管
理
人
で
日
頃
よ
り
大
変
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
「
対
岳
館
」
の
丸
山
徹
也
様
に
ず
い
ぶ
ん
と

お
骨
折
り
い
た
だ
い
て
の
準
備
と
な
り
ま
し
た
。
当

校
か
ら
は
、
林
会
長
は
じ
め
、
山
荘
委
員
会
か
ら
は

現
地
で
「
グ
ロ
ー
ブ
イ
ン
ス
カ
ラ
」
を
経
営
な
さ
っ

て
い
る
石
田
先
輩
（
高
校
十
六
回
）、
富
士
高
校
教
諭

の
泉
水
君
（
高
校
三
十
三
回
）
お
よ
び
浦
川
の
四
名

参
加
と
な
り
、
五
月
二
十
三
日
に
現
地
に
て
会
合
を

主
催
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
「
黒
菱
山
寮
協
議
会
」
で
の
主
な
議
題
は
、
地

元
業
者
に
手
配
を
お
願
い
し
て
い
る
水
道
料
金
の
支

払
い
額
の
確
認
、
運
営
上
の
課
題
点
の
相
談
な
ど
で

す
。
水
道
料
金
は
一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
一
六
五

〇
円
と
、非
常
に
高
価
で
あ
り
、貴
重
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

白
馬
は
、
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場
を
核
と
し
た
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
有
名
で
す
が
、
近
年
は
ス
キ
ー
人

口
の
大
幅
な
減
少
が
響
い
て
、
冬
場
で
も
ス
キ
ー
場

は
か
な
り
空
い
て
い
る
状
況
で
す
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

人
口
も
何
年
か
増
加
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
頭
打

ち
状
態
と
の
こ
と
で
、
客
足
が
遠
の
い
て
い
る
こ
と

は
寂
し
い
限
り
で
す
。
ゲ
レ
ン
デ
、
景
色
、
施
設
な

ど
、多
く
の
面
で
す
ば
ら
し
い
環
境
に
あ
り
な
が
ら
、

そ
れ
が
都
会
の
人
た
ち
、
特
に
若
い
世
代
の
方
々
に

十
分
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

冬
に
限
ら
ず
、
一
年
中
快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
こ
の
土
地
に
、
貴
重
な
土
地
を
お
借
り
し
、
自
前

で
施
設
を
四
十
四
年
も
維
持
し
続
け
て
い
る
こ
と
は
、

当
校
の
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
地
元
の
方
々
の

ご
尽
力
に
支
え
ら
れ
て
の
施
設
運
営
だ
と
思
い
ま
す

の
で
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
自
分
な
り
の
楽
し
み
方

を
見
出
し
て
み
て
は
い
か
が
か
と
思
い
ま
す
。
黒
菱

山
荘
で
の
宿
泊
、
あ
る
い
は
地
元
の
旅
館
、
ホ
テ
ル
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
の
利
用
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
う
ま

く
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
、
多
く
の
方
々
が
こ
の
土
地
を

訪
れ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

黒菱山荘のホームページ黒菱山荘のホームページ

http://pws.prserv.net/jpinet.urakawa/http://pws.prserv.net/jpinet.urakawa/

((同窓会ホームページからのリンクでも見ることができます同窓会ホームページからのリンクでも見ることができます))

八方尾根オフィシャルサイト　八方尾根オフィシャルサイト　

http://www.hakuba-happo.or.jp/http://www.hakuba-happo.or.jp/
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校歌祭に参加し校歌祭に参加しよう！よう！

平成８年平成８年1111月５日毎日新聞東京版朝刊月５日毎日新聞東京版朝刊

①例年正午に各校の役員が日比谷公会堂に集合。①例年正午に各校の役員が日比谷公会堂に集合。

クラシックな日比谷公会堂の２階ロビーに各校クラシックな日比谷公会堂の２階ロビーに各校

が受付カウンターを設置します。が受付カウンターを設置します。各校から集ま各校から集ま

る役員は平均年齢はゆうにる役員は平均年齢はゆうに6060代。代。中には羽織袴中には羽織袴

に学帽、に学帽、という旧制スタイルの参加者も。という旧制スタイルの参加者も。

②各校の出演順で集合時間が設定されていて、②各校の出演順で集合時間が設定されていて、参参

加者が集まってきます。加者が集まってきます。全学校の出場者はとて全学校の出場者はとて

も公会堂に入りきらないので、も公会堂に入りきらないので、各校ごとに集合各校ごとに集合

時間もずれていて、時間もずれていて、自分の出番が終わると参加自分の出番が終わると参加

者のほとんどは帰ってしまうという、者のほとんどは帰ってしまうという、ちょっとちょっと

不思議ですが合理的なシステムです。不思議ですが合理的なシステムです。

③本番前の練習。③本番前の練習。練習場所はないので、練習場所はないので、日比谷公日比谷公

園で野外練習です。園で野外練習です。初めての参加者は吹奏楽の初めての参加者は吹奏楽の

伴奏で歌う快感にびっくり。伴奏で歌う快感にびっくり。

④あっという間に本番。④あっという間に本番。新旧校歌を歌うのですが、新旧校歌を歌うのですが、

あっという間にステージは終わり。あっという間にステージは終わり。

⑤⑤「あ～終わった！」「あ～終わった！」と一安心。と一安心。楽しく記念写真楽しく記念写真

のお時間です。のお時間です。

⑥校歌祭のテーマソングというわけではありませ⑥校歌祭のテーマソングというわけではありませ

んが、んが、《仰げば尊し》《仰げば尊し》の全体合唱で校歌祭は無事の全体合唱で校歌祭は無事

終了。終了。あとは片づけ。あとは片づけ。

⑦一足先に石神井の参加者の打ち上げパーティが⑦一足先に石神井の参加者の打ち上げパーティが

始まっています。始まっています。これが目的で参加する人も？これが目的で参加する人も？

同期の方たちで誘い合わせての参加も多いです同期の方たちで誘い合わせての参加も多いです

よ。よ。

東京都が後援のため、東京都が後援のため、各新聞社各新聞社
も取材に訪れ、も取材に訪れ、その日の紙面にその日の紙面に
空きがあると扱われることも多空きがあると扱われることも多
く、く、またテレビ取材も入り、またテレビ取材も入り、昨年昨年
ははNH KN H K の夕方のニュースで取りの夕方のニュースで取り

上げられました。上げられました。

「東京校歌祭へ参加しませんか！」「東京校歌祭へ参加しませんか！」…毎年…毎年「きずな」「きずな」誌上で参加を呼びかけている東京校歌祭。誌上で参加を呼びかけている東京校歌祭。日比谷公会堂で校歌を歌う、日比谷公会堂で校歌を歌う、

というだけの集まりなのですが、というだけの集まりなのですが、同窓生のみなさんにもっと良く知っていただくために、同窓生のみなさんにもっと良く知っていただくために、運営役員の目から見た運営役員の目から見た「校歌祭の「校歌祭の

一日」一日」をご紹介しましょう。をご紹介しましょう。

今年は今年は1010 月１日月１日（土）（土）14: 0 01 4 : 0 0 に日比谷公会堂ロビーに集合に日比谷公会堂ロビーに集合

第第1313回東京校歌祭は回東京校歌祭は1010月月11日日（土）（土）14:0014:00から日比谷公会堂で開催されます。から日比谷公会堂で開催されます。  石神井高校石神井高校

は本年も参加しますので、は本年も参加しますので、例年同様、例年同様、多数のご来場多数のご来場・・ご出演をお待ちしています。ご出演をお待ちしています。

問合せ先　高橋一夫問合せ先　高橋一夫((高高2020回回・・副会長）副会長） Fax03-3991-3586 Fax03-3991-3586　　メールメールdennsha007@hotmail.comdennsha007@hotmail.com
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二
十
一
世
紀
の
石
神
井
現
役
生
の
姿

長
い
歴
史
を
誇
る
都
立
石
神
井
高
校
は
、旧
制
中

学
か
ら
数
え
る
と
、ま
さ
に
祖
父
と
孫
の
年
代
差
が

あ
り
ま
す
。
戦
中
か
ら
戦
後
へ
、
ま
た
高
度
成
長
期

か
ら
バ
ブ
ル
の
時
代
へ
と
、同
窓
生
の
皆
さ
ん
が
学

生
時
代
を
過
ご
し
た
時
期
も
多
種
多
様
で
す
。

二
〇
〇
五
年
の
今
、
現
役
石
神
井
生
の
姿
を
、

様
々
な
角
度
か
ら
教
務
部
の
瀧
本
秀
人
先
生
に
お
伺

い
し
ま
し
た
。

―
―
学
校
群
制
か
ら
学
区
制
へ
、そ
し
て
今
は
自
由

選
択
へ
と
都
立
高
校
の
制
度
も
変
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
で
石
神
井
高
校
に
は
、
今
ど

ん
な
生
徒
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？

現
在
、
校
舎
の
改
築
も
あ
り
、
一
学
年
六
学
級
に

な
っ
て
い
ま
す
。新
校
舎
の
改
築
後
は
七
学
級
に
戻

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、少
子
化
の
問
題
も
あ
り

学
級
数
の
増
減
は
微
妙
で
す
。
以
前
は
、
中
野
・
練

馬
・
杉
並
区
（
旧
第
三
学
区
）
か
ら
生
徒
が
来
て
い

ま
し
た
が
、
現
在
は
学
区
制
が
廃
止
さ
れ
、
広
く
都

内
か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
と
は
い
え
、
都
内
東
部

か
ら
の
も
の
は
少
な
く
、
割
合
と
し
て
は
、
旧
第
三

学
区
が
七
割
、西
東
京
市
な
ど
の
二
十
三
区
外
か
ら

の
生
徒
が
三
割
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

ど
う
し
て
も
二
十
三
区
内
の
都
立
高
校
に
人
気
が

あ
る
よ
う
で
、石
神
井
に
も
拝
島
あ
た
り
か
ら
通
学

し
て
い
る
生
徒
も
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
入
学
試
験
の

倍
率
も
高
ま
り
、そ
れ
に
伴
っ
て
学
力
の
質
的
向
上

は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
本
校
の
場
合
、
ク
ラ
ブ
活
動

な
ど
に
人
気
が
あ
り
、過
去
に
一
度
だ
け
二
次
募
集

に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、現
在
は
校
舎
を
改

築
す
る
時
期
に
あ
っ
て
も
、あ
る
程
度
の
入
試
競
争

率
を
確
保
で
き
て
い
ま
す
。

―
―
石
神
井
高
校
は
ク
ラ
ブ
活
動
が
盛
ん
な
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
？

現
在
、
生
徒
の
八
割
が
何
ら
か
の
ク
ラ
ブ
に
属
し

て
活
動
し
て
お
り
、こ
れ
は
都
立
高
校
の
中
で
は
と

て
も
高
い
比
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。中
で
も
運
動
部

の
比
率
が
他
校
よ
り
高
い
の
が
特
徴
で
す
ね
。

そ
の
背
景
に
は
、
単
に
本
校
の
ク
ラ
ブ
が
試
合
な

ど
で
良
い
成
績
を
収
め
て
い
る
か
ら
だ
け
で
な
く
、

都
立
高
校
で
ク
ラ
ブ
活
動
を
し
た
い
子
ど
も
達
の
行

き
先
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。
二
十
三
区
へ
の
集
中
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
少

子
化
で
廃
校
や
組
織
変
更
に
な
る
学
校
が
出
て
き
て

い
る
こ
と
も
一
因
で
す
。
例
え
ば
、
都
立
久
留
米
高

校
は
総
合
学
科
高
校
へ
移
行
す
る
た
め
募
集
停
止
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、そ
の
た
め
に
サ
ッ
カ
ー
で

有
名
な
同
校
を
目
指
し
て
い
た
中
学
生
が
、石
神
井

に
志
願
す
る
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

実
際
、本
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
は
今
年
百
名
に
及
ぶ
部

員
を
抱
え
る
盛
況
ぶ
り
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
部
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
、
都
立
の
中
で

は
か
な
り
の
実
力
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、ラ
グ
ビ
ー

部
は
関
東
大
会
を
目
指
す
位
置
に
い
る
と
思
い
ま

す
。私
が
指
導
し
て
い
る
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
約

六
十
名
の
部
員
が
お
り
、都
立
の
中
で
は
な
か
な
か

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
ね
。
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
も
よ
い
成
績
を
残
し
て
い
ま

す
し
、柔
道
部
は
男
子
女
子
と
も
に
た
く
さ
ん
の
入

賞
経
歴
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
男
子
バ
レ
ー
部
は
、
今

年
度
異
動
さ
れ
て
し
ま
っ
た
関
先
生
の
ご
指
導
の
も

と
、昨
年
度
の
都
立
高
校
大
会
で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
、
ど
う
し
て
も
運
動
部
の
イ
メ
ー
ジ
が

強
い
本
校
で
す
が
、文
化
部
の
活
躍
に
も
め
ざ
ま
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。石
神
井
と
い
え
ば
ダ
ン
ス
部

と
言
わ
れ
る
る
ほ
ど
の
知
名
度
で
す
し
、吹
奏
楽
部

は
コ
ン
ク
ー
ル
の
東
京
地
区
大
会
で
金
賞
を
受
賞
し

て
い
る
ほ
か
、軽
音
楽
部
も
高
校
対
抗
バ
ン
ド
合
戦

で
入
賞
し
て
い
ま
す
。ま
た
高
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と

し
て
は
意
外
な
の
で
す
が
、本
校
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

部
は
文
化
祭
で
校
内
モ
デ
ル
を
使
っ
て
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
・
シ
ョ
ー
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
個
人
的

に
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
ね
。

―
―
以
前
の
石
神
井
高
校
と
い
う
と
『
体
育
祭
』

が
有
名
で
し
た
が
？

も
ち
ろ
ん
現
在
で
も
『
体
育
祭
』
は
大
変
盛
ん
で

す
。
た
だ
、
た
ぶ
ん
同
窓
会
の
皆
さ
ん
の
頃
と
は
異

な
り
、
チ
ア
ガ
ー
ル
的
な
応
援
団
で
は
な
く
、
女
子

も
硬
派
の
応
援
団
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。女

子
が
さ
ら
し
木
綿
を
巻
い
て
応
援
す
る
姿
を
見
た
親

御
さ
ん
が
、
娘
の
石
神
井
高
へ
の
進
学
を
躊
躇
し

た
、
と
い
う
噂
を
耳
に
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
本
当
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、本
校
が
女
子
に
比

べ
て
男
子
の
人
気
が
よ
り
高
い
こ
と
は
事
実
で
す
。

『
体
育
祭
』
で
の
問
題
は
、こ
れ
だ
け
ク
ラ
ブ
所
属

の
比
率
が
上
が
っ
て
く
る
と
、
団
長
・
応
援
団
長
の

候
補
者
が
ク
ラ
ブ
と
重
な
っ
て
し
ま
う
、と
い
う
こ

と
で
す
。パ
ワ
フ
ル
に
活
動
し
て
い
る
連
中
は
ク
ラ

ブ
で
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
こ
と
が
多
い
の

で
、
当
人
達
が
選
択
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
も
、
例
え
ば
野
球
部
は
春
が
終

わ
っ
て
夏
の
甲
子
園
予
選
の
前
な
の
で
好
都
合
で
す

が
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
は
大
会
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。当
人
達
に

と
っ
て
は
ど
ち
ら
も
大
切
な
の
で
、悩
ん
で
い
る
ら

し
く
気
の
毒
で
す
ね
。

―
―
い
わ
ゆ
る
学
校
が
荒
れ
る
と
か
指
導
が
難

　
し
い
、
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
？

も
ち
ろ
ん
ト
ラ
ブ
ル
が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、石
神
井
で
は
私
の
知
る

限
り
で
は
校
内
暴
力
の
よ
う
な
も
の
は
聞
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
。生
徒
の
間
で
縦
の
信
頼
関
係
の
よ

う
な
も
の
が
ク
ラ
ブ
や
体
育
祭
な
ど
で
確
立
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
し
、本
校
の
生
徒
は
基
本
的
に
素
直

な
子
が
多
い
で
す
ね
。

―
―
石
神
井
生
の
卒
業
後
の
進
路
は
？

約
六
割
が
大
学
・
短
大
に
進
学
し
、
あ
と
の
三
割

が
専
門
学
校
進
学
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。五
年
ぐ

ら
い
前
に
比
べ
て
、大
学
の
進
学
率
が
上
が
っ
て
き

て
い
る
状
況
で
す
。都
立
高
校
そ
の
も
の
の
進
学
傾

向
も
以
前
と
大
き
く
変
わ
っ
て
多
様
化
し
、専
門
学

校
志
向
の
生
徒
も
少
な
か
ら
ず
い
ま
す
。保
育
系
や

美
容
師
な
ど
の
美
容
学
校
、ま
た
介
護
や
理
学
療
法

関
連
の
専
門
学
校
を
目
指
す
生
徒
も
多
い
で
す
ね
。

昨
今
で
は
、下
手
な
大
学
よ
り
は
る
か
に
入
学
試
験

が
難
し
い
専
門
学
校
も
あ
り
、今
年
も
非
常
に
難
関

と
言
わ
れ
る
美
容
専
門
学
校
に
合
格
し
た
生
徒
が
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
し
っ
か
り
し
た
職
業
観
の
上

で
、目
標
を
目
指
す
生
徒
が
多
い
の
も
石
神
井
の
特

徴
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
最
後
に
ひ
と
こ
と
？

現
在
、
都
立
高
校
教
諭
は
同
じ
高
校
に
あ
ま
り
長

く
留
ま
れ
ず
、
最
近
は
六
年
が
限
度
な
の
で
、
担
任

を
二
巡
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。体
育
祭
な
ど
で

も
校
内
の
段
取
り
を
知
る
先
生
が
少
な
く
て
大
変
で

す
ね
。
石
神
井
は
教
師
に
も
人
気
校
な
の
で
、
長
く

居
座
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
し
ょ
う
が（
笑
）。

聞
き
手
：
同
窓
会
　
板
谷

お話を伺った瀧本秀人先生お話を伺った瀧本秀人先生
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今日のお昼は？編今日のお昼は？編

当世石神井生気質当世石神井生気質　　

訪問したのは５月１３日。訪問したのは５月１３日。石神井生のお昼事情は、石神井生のお昼事情は、お弁当お弁当

派が大多数だそうです。派が大多数だそうです。パン屋さんの出張販売は昔からありパン屋さんの出張販売は昔からあり

ましたが、ましたが、現在ではお弁当やさんも出張してきており、現在ではお弁当やさんも出張してきており、飲み物飲み物

を含めて３つのお店が１階にならんでいます。を含めて３つのお店が１階にならんでいます。お弁当やさんにお弁当やさんに

よると、よると、一日２００食以上でるとのこと。一日２００食以上でるとのこと。お弁当の４００円は安お弁当の４００円は安

くないな～？と感じたのですが、くないな～？と感じたのですが、よく見るとかなり大盛り。よく見るとかなり大盛り。やはやは

り若い子たちの食欲は旺盛です。り若い子たちの食欲は旺盛です。

11年女子の佐藤さん年女子の佐藤さん（（  ダンス部所属）ダンス部所属）の今日のの今日の

お昼を教えていただきました。お昼を教えていただきました。お弁当やさんのカお弁当やさんのカ

レーライスにチリビーンズ入りパン、レーライスにチリビーンズ入りパン、それにイチゴそれにイチゴ

入りクリームパン。入りクリームパン。しめて６００円也。しめて６００円也。食べ盛りでう食べ盛りでう

らやましい！らやましい！

お弁当組は校内で好きなところでお弁当を広げていまお弁当組は校内で好きなところでお弁当を広げていま

す。す。でもここでお弁当できるのもあとわずかですね。でもここでお弁当できるのもあとわずかですね。

Special Thanks to  Special Thanks to  　　
5/135/13（金曜日）（金曜日）偶然にもＡ棟偶然にもＡ棟・・Ｂ棟あＢ棟あ

たりで昼食を楽しもうとしていた皆さん。たりで昼食を楽しもうとしていた皆さん。

何がなんだかよくわからないながらも何がなんだかよくわからないながらも

笑顔でご協力いただき、笑顔でご協力いただき、

ありがとうございました～ありがとうございました～
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編 集 ス タ ッ フ編 集 ス タ ッ フ

　板谷方彦　板谷方彦 （（2727回）　鶴田回）　鶴田（高坂）（高坂）洋子洋子（（2727回）　回）　

　高橋一夫　高橋一夫 （（2020回）　勝見回）　勝見（別所）（別所）鈴代鈴代（（2020回）　回）　

　写真提供　写真提供・・石井晴子さん石井晴子さん（（2424 回）回）ほかほか

同窓会誌同窓会誌「きずな」「きずな」第第5454号　平成号　平成1717 年年66月発行月発行
　　
発行人　同窓会会長　林　弘発行人　同窓会会長　林　弘
発行所　東京都立石神井高等学校同窓会発行所　東京都立石神井高等学校同窓会
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　　　　　　　　 Tel 03-3203-6617Tel 03-3203-6617

ご連絡先　ご連絡先　E-mail amjack@shakujii-club.gr.jpE-mail amjack@shakujii-club.gr.jp
また、また、石神井クラブ石神井クラブ
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※高校にご連絡されると、※高校にご連絡されると、担当がおりませんので、担当がおりませんので、上記にご連絡ください。上記にご連絡ください。

石神井高校同窓会のホー石神井高校同窓会のホー

ムページは、ムページは、単に情報を単に情報を

発信するだけでなく、発信するだけでなく、クク

ラブ別、ラブ別、期別の会議室や、期別の会議室や、

会員の住所変更の受付機会員の住所変更の受付機

能など多彩なページを能など多彩なページを

持って、持って、楽しまれていま楽しまれていま

す。す。まだごらんになったまだごらんになった

ことのない方は、ことのない方は、ぜひアぜひア

クセスしてみてくださクセスしてみてくださ

い。い。

http://www.shakujii-club.gr.jphttp://www.shakujii-club.gr.jp
※総会当日※総会当日 7 / 27 / 2 までにもニュースを更新しますまでにもニュースを更新します
　ので、　ぜひチェックしていてください。　ので、　ぜひチェックしていてください。

20042004～～20052005年同窓会年同窓会  この一年この一年


